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K4年 |′ :3'日

南相馬市議会議長

令和 3年度政務活動費収支報告書

南相馬市議会政務活動費の交付に関する条例第7条第1項の規定に基づき、別紙のとお

り、令和 3年度政務活動費収支報告書を提出します。  `



別 紙

1 収入

令和 3年度政務活動費収支報告書

会派名フ鮮クラフ川

(単位 :円 )

(単位 :円 )

2 支出

(注)1 備考欄には、主たる支出の内訳を記載すること。

2 会計帳簿の写 し及び領収書等の証拠書類の写 しを添付す ること。

項 目 金 額 備 考

政 務 活 動 費 ノ′υ、′クθ
預 金 利 子 ダ

会 派 負 担 金 θ

合    計 9 οqοθ/

項 目 金 額 備 考

調査研究費

研修費

広報費 夕912ζο

広聴費 21'Oο

要請・陳情活動費

会議費 タクοο
資料作成費 争字、39ι

資料購入費 2多、733
人件費

事務所費

合    計 ι7′、ノ8γ

3 残金  2≧ 9820 円
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令和3年度 政務活動費 会計帳簿 会派名 仄鮮カラフ
‖

年月日 摘 要 収  入 支  出 残  高
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会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報口公聴費

□ 要請口陳情活動費

国 会議費

□ 資料作成,購入費

□ 人件費口事務所費

支出内容 会派報印刷、折込代

支出月日
令和3年 5月 27日 、8月 25日 、11月 1日

令和4年 1月 17日

支 出 額 593,850FЧ
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(1) 南相馬市議会会派「改革クラブJ議会報告 21121年 5月 9日

1-132

発行 :改革クラブ
〒卿

て

代
表
　
渡
部
　
い
っ
ぷ

本
年
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
１０
年
を
経
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「福
島
の
復
興
な
く
し
て
、
日
本
の
復
興
は
な
い
」
の
合
言
葉
に
、
Ю
年
に
亘
り
取
り
組
ま
れ
て
き

た

「復
旧
・
復
興
、
再
生
」
等
の
諸
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
総
括
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
ハ
ー
ド

（土
地
・
建
物
、
道
路
ヽ
海
岸
等
々
）
面
の
整
備
は
進
ん
で
い
る
よ
う
に

思
え
ま
す
が
、
ソ
フ
ト

（心
の
復
興
、
コ
ミ
ュ
詈
ア
ィ
形
成
等
々
）
面
に
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て

い
る
と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
に
お
け
る
数
々
の
震
災
の
教
訓
が
、
ど
れ
ほ
ど
取
り
入
れ
ら
れ

て
き
て
い
る
の
か
を
考
え
た
と
き
、
人
の
命
よ
り
も
経
済
が
優
先
さ
れ
て
い
る
実
態
に
直
面
し
、
驚

き
を
隠
せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
い」れ
ら
の
諸
取
り
組
み
と
被
災
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
思
う
か
ら
で
す
。

２
０
２
１
年
３
月
議
会
は

（条
例
１３
件
、
予
算
関
係
あ
件
、
そ
の
他
３
件
の
議
案
４．
件
に
加
え
、

追
加
議
案
と
し
て
、
人
事
条
件
５
件
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
余
生
予
算
１
件
）
を
審
議
し
、
原
案

の
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
議
会
の
報
告
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
や
ご
要
望
等
を
お
開
か

せ
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
３
年
度
第
１
回
定
例
会
３
月
議
会
は
、

３
月
３
日
か
ら
３
月
２６
日
ま
で
の
２４
日
間
開
催

さ
れ
、
議
案
４‐
件

（条
例
関
係
１３
件
、
予
算
関

係
２５
件
、
そ
の
他
３
件
）
追
加
議
案
５
件
、
委

員
会
提
出
議
案
２
件
、
補
正
予
算
１
件
が
提
出

さ
れ
、い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
全
て
可
決
さ
れ
、

請
願
１
件
に
つ
い
て
も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
令

和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
額
は
、
歳
入
歳
出
総

額
は
４
５
３
億
２
１
６
３
万
円
で
前
鋼
劃
棚
刊

劃
酬
翻
悧
劇
酬
週
劉
刈
創
刈
当
Л
刻
幽
¶
「
刻
烈

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
特
別
会
計
、
企

業
会
計
の
総
額
は
３
９
８
億
３
１
０
３
万
円

で
、
訓
綱
劃
冽
判
日
翻
劃
刊
劇
穏
欄
コ
副
１１
９‐

万
円
硼
マ
引
洲
烈
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
３
月
補
正
予
算
は
、　
一

般
会
計
で
は
５
億
３
２
６
０
万
円
で
、
補
正
後

の
令
和
２
年
度

一
般
会
計
総
額
は
６
６
８
億
１

４
１
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

「条
例
関
係
の
主
な
も
の
」

○
南
相
馬
市

一
円
融
合
の
地
域
活
性
化
条
例
制

定
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
行
政
区
へ
の
加
入
及

び
参
加
を
促
進
し
、
安
全
安
心
な
地
域
社
会
を

つ
く
る
た
め
に
条
例
を
制
定
す
る
。

【主
な
内
容
∵
条
例
よ
り

一
部
抜
粋

第
１
条

（目
的
）
報
徳
仕
法
の
一
円
融
合
の
教

え
を
も
っ
て
安
心
安
全
な
地
域
社
会
の
形
成
に

資
す
る
。
第
３
条

（基
本
理
念
）
市
民
が
相
互

に
交
流
を
深
め
、
地
域
で
の
支
え
合
い
と
協
力

に
よ
り
、
自
主
的
か
つ
主
体
的
に
活
動
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
。
な
ど
。

第
４
条

（市
の
役
割
）
市
は
、
行
政
区
を
組
織

す
る
た
め
必
要
な
支
援
し
、
情
報
の
提
供
に
努

め
る
。
な
ど
。
・
第
５
条

（市
民
の
役
割
）
行

政
区
の
活
動
を
理
解
し
、
加
入
と
そ
の
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
に
努
め
る
。
な
ど
。
他
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

Ｏ
南
相
馬
市
手
話
言
語
の
普
及
及
び
障
が
い
者

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
条
例
制
定
に
つ
い

て
は
、
手
話
を
言
語
と
位
置
づ
け
、
市
民
等
に

対
す
る
手
話
へ
の
理
解
促
進
や
普
及
を
図
る
と

と
も
に
、
手
話
以
外
の
広
く
障
が
い
の
特
性
に

応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
へ
の
理
解

を
促
進
し
、
全
て
の
市
民
が
共
に
生
き
る
地
域

社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。

【主
な
内
容
】
条
例
よ
り
一
部
抜
粋

第
１
条

（目
的
）
手
話
は
言
語
で
あ
る
と
の

認
識
に
基
づ
き
手
話
の
普
及
と
障
が
い
の
特
性

に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
普
及

と
促
進
を
図
る
。な
ど
。　
第
３
条
塞
本
理
念
）

手
話
の
理
解
及
び
普
及
は
、
手
話
が
独
自
の
言

語
体
系
を
有
す
る
文
化
的
所
産
で
あ
っ
て
、
ろ

う
者
が
心
豊
か
な
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を

営
む
た
め
に
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
言
語

で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
に
推
進
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
な
ど
。
他
、
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
の
主
な
も
の
】

○
感
染
症
予
防
事
業
　
　
１
億
７
９
９
８
万
円

○
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
事
業

一　
　
　
　
６
億
９
２
９
万
円

○
雲
雀
ヶ
原
　
讐
上
競
技
場
改
修
事
業

一　
　
　
１
億
３
７
５
２
万
円

○
多
子
世
帯
子
育
て
応
援
支
援
金
支
給
事
業

一一　
　
　
　
　
２
７
１
０
万
円

○
出
会
い
応
援
¨
創
出
事
業
　
　
８
７
０
万
円

○
職
員
給
与
費
八
民
間
専
門
人
財
任
期
付
職
員

３
名
の
採
用
宦　
　
　
　
　
３
４
３
５
万
円

○
民
間
専
門
人
財
派
遣
受
け
入
れ
事
業
（観
光
・

健
康
・
農
政
の
計
３
名
）

３
３
５
４
万
円

雲
雀
ヶ

い
て

に

つ

循
冬
鷺
館
鍵
雌

貢
献
す
る
も

の
に
仕
立

て
て
い
く
と

い
う
グ

ラ

総

塵

層

橿

冒

含

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
基
本
に
置
い
て
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
取
組
む
考
え
が
あ
る
か
。

【答
弁
】
市
の
施
設
は
市
有
地
、
市
の
土
地
の

上
に
あ
る
と
い
う
の
が
公
共
施
設
の
土
地
と
し

て
当
然
と
認
識
し
て
お
り
、
過
去
に
も
陸
上
競

技
場
に
関
し
て
は
地
権
者
と
交
渉
を
重
ね
て
き

た
経
過
が
あ
る
。
改
め
て
も
う

一
度
地
権
者
の

方
と
話
し
合
い
を
し
て
、
売
買
の
考
え
方
に
つ

い
て
確
認
を
し
て
い
く
。

市
長
選
挙
費
に
つ
い
て

【質
問
】日
程
に
つ
い
て
決
ま
っ
て
い
る
か
伺
う
。

【答
弁
】
令
和
４
年
１
月
中
に
な
る
と
思
う
が
、

７
月

・
８
月
の
選
挙
管
理
委
員
会
定
例
会
の
中

で
日
程
は
決
め
て
い
く
。

手
話
言
語
の
普
及
及
び
障
が
い
者
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
条
例
制
定
に

つ
い
て

【質
問
】
市
民
の
方
々
が
、
手
話
を
言
語
の
よ

う
に
使
え
、
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
に
対
し
て

の
理
解
な
ど
、
時
間
が
か
か
る
と
し
て
も
啓
発

活
動
や
手
話
を
学
ぶ
機
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
民
が
理
解
す
る
た
め

の
施
策
に
関
し
ど
の
よ
う
な
考
え
な
の
か
伺

う
。

【答
弁
】
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
を

活
用
し
た
手
話
講
座
や
健
康
福
祉
ま
つ
り
に
お

い
て
手
話
サ
ー
ク
ル
な
ど
が
活
動
し
て
い
る
の

で
、そ
う
い
っ
た
機
会
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
。

ま
た
、
学
校
な
ど
で
手
話
を
取
り
い
れ
て
い
た

だ
く
よ
う
な
方
法
を
お
願
い
し
て
い
る
。

病
院
経
営
理
念
の
見
直
し
に
つ
い
て

【質
問
】
令
和
２
年
度
中
に
策
定
す
る
と
い
う

こ
と
で
括
し
合
い
等
を
進
め
て
い
る
経
過
が
あ

っ
た
と
思
う
。
令
和
３
年
度
当
初
予
算
で
出
て

き
た
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
令
和
２
年
度
に
見
直
し
作
業
を
完
了

す
る
こ
と
で
考
え
て
い
た
が
、
市
民
等
に
集
ま

っ
て
い
た
だ
く
等
の
プ
ロ
セ
ス
が
あ
り
、
代
替

手
段
等
も
い
ろ
い
ろ
と
検
討
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
折
、　
一
旦
止
め

て
令
和
３
年
度
に
取
り
組
む
考
え
で
あ
る
。

維
持
管
理
費
の
河
川
除
草
委
託
事
業
に

つ
い
て

【買
間
】
こ
の
事
業
は
福
島
県
受
託
事
業
で
あ

る
が
、
河
川
除
草
作
業
に
従
事
す
る
地
域
の
人

も
少
な
く
な
っ
た
り
、
作
業
が
で
き
な
い
方
も

い
る
中
で
人
手
が
確
保
で
き
な
い
等
が
考
え
ら

れ
る
が
、受
託
事
業
の
今
後
の
在
り
方
を
伺
う
。

【答
弁
】
草
刈
り
作
業
を
す
る
住
民
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
き
て
い

る
。　
一
方
で
は
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
大
型

機
械
モ
ア
を
使
う
こ
と
に
よ
り
効
率
化
が
図
ら

れ
る
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
機
械
も
活
用
し

な
が
ら
、
あ
る
い
は
帰
還
者
が
少
な
く
て
高
齢

化
も
進
ん
で
活
動
が
で
き
な
い
地
区
に
は
、
活

動
で
き
る
地
区
に
可
能
な
限
り
隣
り
の
地
域
ま

で
お
願
い
を
す
る
な
ど
、
環
境
整
備
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
又
新
規
受
託
団
体

と
し
て
は
、
震
災
以
降
に
住
民
の
避
難
等
に
よ

り
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
４
地
区

（小
高

・
小

谷
・小
屋
木
・下
耳
谷
）
が
活
動
を
再
開
す
る
。

議
会
の
報
告
と
市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
左

記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

市
政
と
令
和
３
年
３
月
月
定
例
会
の
報
告
、
市

政
や
議
会
に
対
す
る
こ
意
見
・
要
望
な
ど
何
で
も

結
構
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対

策
を
踏
ま
え
て
行
い
ま
す
が
、
こ
参
加
の
方
は
マ

ス
ク
の
着
用
の
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ｏ
日
時
　
５
月
２２
日
（土
）

午
後
３
時
３。
分
～

【ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
】
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渡
部
　
い
っ
ぶ

ａ
②
５
４
５
６

【質
問
】
２
０
２
０
年
９
月
、
日
本
原
子
力
学

会
が
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
の
廃
炉
作
業
を

完
了
し
、
農
地
を
再
利
用
で
き
る
ま
で
１
０
０

年
以
上
か
か
る
と
す
る
報
告
書
を
ま
と
め
、
そ

の
中
で
農
地
の
再
利
用
を
見
据
え
た
４
つ
の
シ

ナ
リ
オ
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
報
告

書
を
本
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

【答
弁
】
日
本
原
子
力
学
会
が
令
和
２
年
７
月

に
ま
と
め
た
国
際
基
準
か
ら
見
た
廃
棄
物
管

理
、
廃
棄
物
検
討
分
科
会
中
間
報
告
に
つ
い
て

は
、
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
施
設

を
解
体
、
撤
去
し
、
放
射
能
汚
染
し
た
サ
イ
ト

を
修
復
し
て
放
射
線
管
理
か
ら
解
放
後
、
敷
地

の
新
た
な
利
用
を
目
指
す
過
程
と
し
て
４
つ

（即
時
撤
去
、
即
時
部
分
撤
去
、
安
全
貯
蔵
全

撤
去
、安
全
貯
蔵
部
分
撤
去
）
示
さ
れ
て
お
り
、

敷
地
の
再
利
用
ま
で
１
０
０
年
以
上
の
期
間
を

要
す
る
と
の
指
摘
か
ら
、
福
島
第

一
原
子
力
発

電
所
の
廃
炉
に
つ
い
て
多
く
の
困
難
な
課
題
が

あ
り
、
改
め
て
国
の
責
任
あ
る
対
応
の
必
要
性

を
認
識
し
て
い
る
。

【質
問
】
東
京
電
力
は
廃
炉
に
向
け
安
全
着

実
な
作
業
を
進
め
る
と
し
て
い
る
も
の
の
、

２
０
１
１
年
３
月
１１
日
の
原
発
事
故
を
踏
ま

え
、
本
市
と
し
て
た
だ
見
守
る
と
い
う
こ
と
で

は
市
民
の
安
全
・
安
心
は
担
保
さ
れ
な
い
と
考

え
る
が
、ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
こ
の
報
告
書
を
ま
と
め
た
日
本
原
子

力
学
会
に
つ
い
て
は
、
廃
炉
や
放
射
性
廃
棄
物

に
関
す
る
議
論
を
進
化
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な

る
こ
と
を
目
的
に
４
つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
提
示
し

て
い
る
。
廃
炉
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
議
員
指

摘
の
よ
う
に
本
市
の
復
興
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
と
捉
え
て
お
り
、
国
が
責
任
あ
る

判
断
を
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、
国
に
対
し
て

本
市
の
考
え
を
訴
え
て
い
く
。

小
川
　
尚

一

ａ
②
ｌ
２
７
８

一質
問
一
公
約
で
は
、
小
高
区
に
入
院
機
能
を

再
開
し
ま
す
と
あ
る
が
、市
長
の
認
識
を
伺
う
。

【答
弁
一
小
高
診
療
所
は
無
床
診
療
所
と
し
て

開
所
し
、
並
行
し
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
医
師

等
の
医
療
人
材
の
確
保
に
も
努
め
る
。

【質
問
】
公
約
の
実
効
性
と
い
う
部
分
に
お
い

て
、
先
ず
計
画
策
定
が
先
で
は
な
い
か
。

【答
弁
】
有
床
診
療
所
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、

病
床
再
編
計
画
に
基
づ
い
て
お
り
、
中
で
も
医

師
確
保
、
財
政
負
担
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
活

用
と
い
っ
た
調
調
翻
冽
劇

ロー馴
馴
∃
矧
剣
田
冽
ｕ

た
後
、
整
備
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

【質
問
】
私
は
公
約
の
実
効
性
を
伺
っ
て
い
る
。

市
長
の
任
期
は
あ
と
１
年
足
ら
ず
だ
が
、
そ
の

中
で
の
実
現
は
難
し
い
と
い
う
理
解
か
伺
う
。

【市
長
答
弁
】
何
度
も
申
し
上
げ
て
い
る
が
、

方
向
性
が
示
せ
た
こ
と
は

一
つ
の
進
歩
と
思
っ

て
い
る
。
１
年
以
内
に
入
院
再
開
で
き
る
の
か

と
間
か
れ
れ
ば
、出
来
な
い
の
は
明
確
で
あ
る
。

【質
問
】
平
成
２９
年
に
遡
れ
ば
、
市
長
公
約
実

現
の
た
め
の
議
論
を
し
て
い
る
１
年
の
間
に
、

小
高
診
療
所
に
居
た
優
秀
且
つ
小
高
区
に
必
要

な
医
師
が
去
っ
て
行
っ
た
こ
と
は
、
小
高
区
市

民
に
と
っ
て
決
し
て
幸
福
な
こ
と
で
は
な
か
っ

た
。
更
に
、
施
設
は
現
在
建
設
中
だ
が
当
初
計

画
と
変
わ
ら
な
い
サ
テ
ラ
イ
ト
診
療
所
で
あ
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
公
約
を
出
す
場
合
は
慎
重

に
や
る
べ
き
だ
っ
た
と
思
う
が
如
何
か
。

【市
長
答
弁
】
私
の
公
約
の
心
配
ま
で
し
て
い

た
だ
き
恐
れ
入
る
。実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
。

【質
問
】
公
約
に
は
、
中
学
校
の
海
外
研
修
を

実
施
す
る
と
あ
り
、　
一
昨
年
は
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
実
施
し
た
際
に
は
、
中
学
生
全
員
の
海
外

研
修
を
実
施
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
と
の
説

明
だ
っ
た
が
、
実
行
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

【市
長
答
弁
】
行
き
た
い
と
思
う
人
を
全
員
連

れ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
で
申
し
上
げ
た
。

竹
野
　
光
雄

壼
０
８
０

５

５

６

８

９

７

５

５

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
り
ま
し

て
少
し
な
り
と
も
安
心
感
が
で
き
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
コ
ロ
ナ
対
応
状
況

は
、
ま
だ
ま
だ
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
の
で

各
自
各
地
域
で
充
分
注
意
し
な
が
ら
、
生
活
行

動
を
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
ま
す
。

【質
問
】
小
高
区
福
浦
・
金
房
・
鳩
原
小
学
校

の
施
設
毎
に
耐
震
性
は
異
な
っ
て
お
り
有
効
利

用
で
き
る
施
設
が
あ
る
事
か
ら
、
今
後
の
公
共

性
や
地
域
性
等
重
要
視
し
な
が
ら
利
活
用
の
方

向
性
を
進
め
る
べ
き
だ
が
見
解
を
伺
う
。

【答
弁
】
地
域
で
の
意
見
と
い
う
の
も
重
要
で

あ
る
事
か
ら
、
今
後
行
政
区
等
と
意
見
交
換
や

情
報
共
有
を
行
い
な
が
ら
、
有
効
利
活
用
が
な

さ
れ
る
よ
う
に
と
考
え
て
い
る
。

【質
問
】
耐
震
性
を
満
た
し
て
い
な
い
校
舎
の

使
用
可
能
施
設
の
維
持
管
理
、
ま
た
今
後
使
用

し
な
い
施
設
の
解
体
費
用
の
捻
出
方
法
及
び
予

算
確
保
の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
施
設

に
つ
い
て
は
、
解
体
撤
去
を
前
提
に
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
解
体
費
用
に
つ
い
で
は
大
き
な
負

担
に
な
る
事
か
ら
、
東
京
電
力
に
費
用
負
担
を

求
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

【質
問
】
近
年
の
農
業
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
や
Ａ
Ｉ
、

‥
Ｏ
Ｔ
と
最
先
端
技
術
を
導
入
し
た
農
業
が
進

ん
で
い
る
が
、
労
力
の
確
保
や
負
担
の
軽
減
に

向
け
て
重
要
で
あ
り
、
農
業
従
事
者
が
減
少
傾

向
に
あ
る
事
か
ら
、
本
市
と
し
て
の
今
後
の
進

め
方
を
伺
う
。

【答
弁
】
市
で
は
農
業
用
機
械
自
動
操
舵
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
係
る
補
助
及
び
市
全
域
を
力

バ
ー
す
る
高
精
度
位
置
情
報
基
地
局
の
整
備
に

つ
い
て
進
め
て
行
く
も
の
で
あ
り
今
後
は
若
い

担
い
手
の
確
保
と
併
せ
普
及
に
努
め
て
行
く
。

田
中
　
一示
子

８
０
８
０

１

８

３

４

２

６

０

３

こ
入
学

・
進
学

・
就
職
と
新
し
い
生
活
に
ス

タ
ー
ト
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
御
座
い

ま
す
。
又
成
人
式
に
参
加
希
望
さ
れ
て
お
ら
れ

た
方
々
に
対
し
ま
し
て
は
、
再
延
期
と
な
っ
て

し
ま
い
晴
れ
姿
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た

の
に
先
の
読
め
な
い

「コ
ロ
ナ
禍
」
の
現
状
に

一
日
も
早
く
収
東
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
と
原
子
力
発
電
所
事

故
か
ら
‐０
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
震
災
当
初
の

警
戒
区
域
内
で
の
様
々
な
事
態
や
津
波
等
で
の

行
方
不
明
者
の
方
々
の
安
否
確
認
、
そ
し
て
市

民
の
皆
さ
ん
の
命
を
守
る
た
め
の
避
難
先
へ
の

手
配
と
走
り
回
っ
た
あ
の
時
の
心
情
は
今
で
も

思
い
出
す
と
胸
が
締
め
つ
け
ら
れ
ま
す
。
あ
の

時
誰
も
が
支
え
合
い
な
が
ら
頑
張
っ
た
か
ら
、

今
日
が
あ
る
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
今
、
本

市
で
も
様
々
な
大
き
な
問
題
が
山
積
し
て
お
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

。
原
発
か
ら
の
汚
染
水
の
海

洋
放
出

。
人
□
減
少

・
高
齢
化
問
題
等
と
切
羽

詰
ま
っ
て
い
る
問
題
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
の
様
な
中
で
「１
０
０
年
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
の
こ
と
ば
で
、
漠
然
た
る
印
象
を
与
え
る
も

の
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
市
民
の
皆
さ
ん
に

分
か
り
や
す
く
八
ッ
キ
リ
と
し
た
言
い
方
が
問

わ
れ
志
す
。
「企
画
力
」
と

「責
任
感
」
が
気

薄
に
感
じ
ら
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

「３
・
‐１
」
か
ら
と
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
大
変

な
貴
重
な
体
験
を
誰
も
が
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
中
で
培
っ
た
事
は
、
後
に

一
人
ひ
と

り
を
そ
れ
ぞ
れ
に
豊
に
し
て
く
祖
る
と
信
じ
て

ま
す
。

私
は
こ
の
震
災
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
事
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
辛
い
時
や
困
っ
て

い
る
時
に
人
か
ら
頂
い
た
温
い
真
心
は
忘
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。地
域
力
が
問
わ
れ
る
今
、

「結
」
を
大
切
に
謙
虚
に
生
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

鈴
木
　
貞
正

奮
⑮
３
５
９
２

私
は
、
東
日
本
大
羅
災
の
津
波
に
よ
る
被
書

に
加
え
、
原
発
事
故
に
よ
る
深
刻
な
被
害
を
受

け
丸
１０
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
依
然

と
し
て
払
拭
さ
れ
な
い
風
評
被
害

一
寸
先
が
読

め
な
い
混
迷
の
時
代
だ
と
考
え
て
お
り
志
す
。

そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
治
療
法
が
い
ま
だ

確
立
さ
れ
て
い
な
い
な
か
、
さ
ら
な
る
不
安
に

多
く
の
感
染
者
が
悩
む
後
遺
症
。
現
在
は
県
内

に
搬
送
さ
れ
る
患
者
が
多
い
こ
と
か
ら
し
っ
か

り
と
し
た
緊
急
体
制
の
構
築
も
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
現
実
に
医
師
や

看
護
師
も
厳
し
い
労
働
で
疲
弊
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
街
に
専
門
の
病
院
を
造
る
と
ど
の
く

ら
い
経
済
効
果
が
ど
の
よ
う
に
上
が
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
医
療
の
充
実
は
街
全
体
を
元
気

に
し
さ
ら
に
住
民
に
は
日
に
見
え
な
い
幸
せ
が

訪
れ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
自
治
体
が
行
う
地
域
の
総
合
防
災
訓

練
を
通
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
災
害
時
の
対

応
を
き
め
細
に
注
意
点
を
洗
い
出
し
、
各
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。さ

ら
に
は
、
若
者
の
人
づ
く
り
が
大
き
な
力

に
な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
や
は
り
新
し

い
発
想
で
街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

や
は
り
、
住
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
掘

り
起
こ
し
行
政
が
パ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
協
働
の
考

え
方
が
と
て
も
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
住
ん
で
い
る
人
々
に
と
っ
て
生
活

が
安
全
安
心
で
住
み
や
す
く
、
暮
ら
し
や
す
い

新
し
い
街
づ
く
り
を
進
め
て
、
後
世
に
継
続
が

期
待
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

日
々
大
変
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
一
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代
表
　
渡
部
　
い
っ
ぷ

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
２
０
２
１
年
６
月
議
会
が
、
７
月
１
日

（木
）
全
議

案
を
承
認
し
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

（正
し
く
は
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
）
及
び
東
京
電
力
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
原
子
力
災
害
以
降
、
南
相
馬
市
が

“
ｈ
圏
内
と
∞
ｈ
国
内
及
び
３０
ｈ
日
外
に

（政
府

。
東
電
の
恣
意
的
な
線
引
き
に
よ
り
）

分
断
さ
れ
、
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
払
拭
す
る
た
め
に
は
、
南
相
馬
市
民
の

一
体
感
の
醸
成
と

一
体
的
な
取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
市
長
は
じ
め
と
す
る
市
の
執

行
部
の
市
政
運
営
が
、
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

一
つ
の
事
業
の
運
営
に
は
、
い
か
に
多
く
の
市
民
皆
様
の
声
を
反
映

（声
無
き
声
を
含

め
）
し
、
手
を
抜
く
こ
と
な
く
丁
寧
な
対
話
の
繰
り
返
し
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
改
革
ク
ラ
ブ
６
月
議
会
の
報
告
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
意
見

や
ご
要
望
等
を
お
開
か
せ
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
３
年
度
第
３
回
定
例
会
６
月
議
会
は
、

６
月
１５
日
か
ら
７
月
１
日
ま
で
の
１７
日
間
開
催

さ
れ
、
議
案
２５
件

（条
例
関
係
８
件
、
予
算
関

係
５
件
、
そ
の
他
１２
件
）
及
び
報
告
８
件
を
審

査
し
、
委
員
会
提
出
議
案
２
件
、
補
正
予
算
１

件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
全
て

可
決
さ
れ
、
請
願
２
件
に
つ
い
て
も
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
補
正
予
算
額
は
９
億
５
８
６
２
万
円

で
、
令
和
３
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
総
額
は

４
６
６
億
２
３
５
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、
補
正

額
４
２
４
５
万
円
で
総
額
は
１
７
１
億
１
４
２

６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

『条
例
関
係
の
主
な
も
の
』

○
南
相
馬
市
市
民
一
体
化
復
興
促
進
基
金
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
行
政
区
へ
の
加
入
及
び
参
加
を
促
進

し
、
安
全
安
心
な
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に

条
例
を
制
定
す
る
。

【趣
旨
】
基
金
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
高

速
道
路
通
行
料
金
助
成
事
業
に
つ
い
て
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
外
出
を
自
粛
し
た
た
め
利
用
者
が

少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
利
用
促
進
の
た
め
対

象
期
間
を
１
年
延
長
す
る
も
の
で
す
。
付
託
と

な
っ
た
総
務
生
活
常
任
委
員
会
委
員
長
報
告
で

は
、
「こ
の

一
体
化
促
進
の
基
金
に
つ
い
て
は
、

鹿
島
区
で
活
用
と
い
う
本
来
の
姿
で
続
け
て
い

く
べ
き
と
思
う
が
、　
一
方
で
、
高
速
道
路
通
行

料
金
助
成
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
２
年
か
ら
さ

ら
に
１
年
、
１
年
と
延
ば
し
て
４
年
と
い
う
状

況
の
中
で
、
市
民
の
意
見
と
し
て
も
今
年
度
は

１
年
延
ば
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。
執
行
部
と
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
の

中
で
の
利
活
用
の
促
進
と
い
う
よ
う
な
こ
と
か

ら
す
る
と
、
本
来
こ
の
１
年
で
、
こ
の
高
速
道

路
料
金
の
助
成
事
業
に
つ
い
て
は

一
旦
終
わ
り

を
遂
げ
て
、
何
ら
か
の
特
異
な
状
況
が
出
た
場

合
は
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
そ
う

で
な
い
限
り
継
続
は
し
て
い
か
な
い
と
い
う
こ
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鳳
Ｊ
い
■

lil

ム11

と
を
求
め
て
賛
成
。」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
と

報
告
。

本
会
議
で
は
、一反
対
の
意
見
も
あ
り
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

Ｏ
Ｐ

…
２
２
９
４
万
円

…
９
４
２
１
万
円

一キ

ヤ
ン
プ

場
な
ど

モ

デ
ル
事
業

…
７
９
２
万
円

一事
業

　
・‥
１
８
７
０
万
円

・ラ
ム
造
成
事
業

…
１
３
１
９
万
円

○
誘
客
旅
行
プ

○
井
田
川
地
区

イ
ス
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

（小
高
区
）

１
３
２
５
万
円

〇
原

…
２
億

１
５
３
４
万
円

ア
フ
リ
ー
化
事
業

‥
５
４
３
万
円

本
議
会
の
〓

る
、
コ
ロ
ナ
ウ

い
ま
し
た
が
、

い
て
も
人
流
に
よ

を
危
惧
し
てて

い
た

た り

日
に
休
止
と
な
り
ま
し多

て
い
る
こ
と

か
ら
、

日
に
、

管
理
監
督
の

内
容
に
つ
い

、裏
面

「小
川
尚

一
議
員
」

の
ス
ペ
ー

に
つ
い
て

【質
問
】
「

ィ
ス
需
要
調
査
業
務

委
託
」

の
よ
う
な
方

フ
回
の

事
業
|よ

事
業
|よ

発
行

総
務
生
活
硼
任
委
員
会

【答
弁
】
事
業
の
委
託
先
は
、
こ
れ
か
ら
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
す
る
予
定
を
し
て
お
り
、
受

託
事
業
者
の
提
案
で
最
も
優
秀
な
事
業
者
と
委

託
契
約
を
結
ぶ
予
定
で
あ
る
。

【質
問
〓
地
域
の
魅
力
体
験
ツ
ア
ー
業
務
委
託
」

が
か
な
り
の
金
額
を
占
め
て
い
る
が
、
移
住
定

住
の
成
果
な
ど
も
含
め
、
委
託
先
と
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
を
行
う
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
地
域
へ
の
移
住
を
検
討
し
て
い
る
２。

代
か
ら
４。
代
の
方
や
、
移
住
に
関
心
が
あ
る
方

を
対
象
と
し
て
、
首
都
圏
の
観
光
案
内
場
で
の

Ｐ
Ｒ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ア
ー
及
び
実
際
小
高
区
に
訪
ず
れ
る
な

ど
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
す
る
。
最
も
優
秀

な
提
案
を
し
て
き
た
事
業
者
と
委
託
契
約
を
結

ぶ
予
定
で
あ
る
。

南
相
馬
市
災
害
等
遺
児
支
援
金
支
給
条

例
制
定
に
つ
い
て

【質
問
】
今
ま
で
は
交
通
事
故
に
よ
る
遺
児
の

み
が
激
励
金
の
対
象
で
あ
っ
た
。
今
後
は
災
害

ま
で
枠
を
広
げ
た
が
支
援
金
の
中
身
が
ど
う
い

っ
た
災
害
を
対
象
と
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
国
指
定
の
災
害
に
つ
い
て
、
元
々
不

慮
の
事
故
の
制
度
が
道
路
交
通
法
に
基
づ
く
交

通
事
故
、
自
然
及
び
環
境
要
因
に
よ
る
不
慮
の

事
故
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
交
通
事
故
を
引
継

ぎ
つ
つ
国
指
定
の
激
甚
災
害
で
遺
児
と
な
ら
れ

た
方
も
対
象
者
要
件
と
し
て
設
定
し
た
も
の
で

あ
る
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
事
業
に
つ
い
て

【質
問
】
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
積
極
的
な
体
制
拡
充

に
つ
い
て
検
査
体
制
の
拡
充
な
ど
今
般
検
査
体

制
が
整
っ
て
き
た
中
で
、
本
市
で
も
検
査
で
き
・

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
経
緯
に
つ
い
て
伺

う
“

【答
弁
】
行
政
検
査
及
び
保
険
診
療
の
対
象
と

な
ら
な
い
方
々
に
つ
い
て
し
つ
か
り
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
ご
案
内
で
き
る
と
い
う
体
制
を
構
築
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
今
後
関
係
機
関
と

調
整
し
な
が
ら
多
く
の
方
に
安
心
を
与
え
る
よ

う
な
体
制
で
実
施
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

原

ノ

町

駅

前

広

場

整

備

事

業

に

つ

い

て

【質

問

】
設
置
さ

れ

る
時

計
台

の
管

理
と

メ

ン

テ
ナ

ン

ス
に

つ
い
て
伺

う
。

【答
弁

】
時
計
台

の
維
持
管

理
は
、
今

回

ソ
ー

ラ
ー

の

電
波
時
計
を
予
定
し

て
お
り
、
２
年

に

１
回
の
点
検
を
計
画
し
、
塗
装
は
２５
年
か
ら
３。

年
も

つ
と
い
う

こ
と
か
ら
、

２。
年
間
ぐ
ら
い
の

塗
装
等

の
更
新
等
を
検
討
し

て
い
る
。

【質

問

】

駅
前

広

場

の
全

体

的

な

動
線

だ

が

、

入
口
の
あ
る
県
道

の
ラ
フ
ィ
ー

ヌ
の
と

こ
ろ
に

信
号
機

が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
県
道
か
ら
右
折

専
用
レ

ー
ン
で
市

の
駐
輪
場

に
抜
け
よ
う
と
し

て
い
る
車
が

い
た
と
き

、
図
書
館
か
ら
の
車

の

列
が
切

れ
な
か

っ
た
場
合

、
こ
こ
は
詰
ま

る
こ

と
に
な

る
が

、
県
道
と

の
調
整
に

つ
い
て
伺

う
。

【答

弁

】

こ
ち

ら

の
信

号
機

だ
が

、
昨
年
度

に

県
及
び

公
安
委
員
会
と
協
議
を
し
た
際

、
県
道

側
か
ら

の
右
折
レ
ー

ン
は
時
差
式

で
あ
り
、　
一

定

の
右

折
時
間
が

で
き
る
と
捉
え

て
い
る
。

3

議
会
の
報
告
と
市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
左

記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

市
政
と
令
和
３
年
６
月
定
例
会
の
報
告
、
市
政

や
議
会
に
対
す
る
こ
意
見
・
要
望
な
ど
何
で
も
結

構
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対

策
を
踏
ま
え
て
行
い
ま
す
が
、
こ
参
加
の
方
は
マ

ス
ク
の
着
用
の
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ｏ
日
時
　
８
月
７
日
０
　
年
後
２
時
か
ら

ｏ
会
場
　
ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

―

令
和
３
年
度
第
３
回
　
　
　
●

南
相
馬
市
議
会
６
月
定
例
会

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・一
・
　
　
　
　
一
一
一
　
　
　
　

・
　
　
　
一一

「改
革
ク
ラ
ブ
」
メ
ン
バ
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渡
部
　
い
っ
ぶ

壺
④
５
４
５
６

【質
問
】
就
業
機
会
確
保
の
新
た
な
選
択
肢

「フ

リ
ー
ラ
ン
ス
」
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
０
年
９
月

に
質
問
し
、
経
済
部
長
よ
り
市
の
見
解
が
示
さ

れ
て
い
る
。
今
般
、
保
護
指
針
が
公
表
さ
れ
、
原

則
個
人
事
業
主
と
し
て
扱
い
、
取
引
先
に
よ
る
一

方
的
な
報
酬
減
額
や
返
品
は
独
占
禁
止
法
の
「優

越
的
な
地
位
の
乱
用
」
や

「下
請
け
法
違
反
」
と

明
記
さ
れ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
、
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
市
で
は
、
国
が
令
和
３
年
３
月
に
、
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を

整
備
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、

事
業
主
と
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
の
取
引
に
つ
い
て

明
確
化
し
た
こ
と
か
ら
、
多
様
な
働
き
方
の
拡

大
に
向
け
、
歩
前
進
し
た
と
受
け
止
め
て
い
る
。

市
と
し
て
も
、
市
内
事
業
主
に
対
し
て
、
今

般
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
を
積
極
的
に
行
い

な
が
ら
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
働
く
意
欲
が

あ
る
高
年
齢
者
が
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
で

き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
図
る
と
と
も
に
、

高
年
齢
者
の
多
様
な
働
き
方
の
推
進
に
努
め
て

い
く
。

【質
問
】
既
存
の
就
業
規
則
等
の
調
整
や
新
卒

採
用
と
の
均
衡
な
ど
、
高
齢
者
雇
用
は
企
業
に

と
っ
て
も
課
題
が
多
く
、
経
営
の
自
由
度
を
不

当
に
損
な
う
こ
と
な
く
、
企
業
の
前
向
き
な
取

組
を
引
き
出
せ
る
か
ど
う
か
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
思
う
。
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
市
で
は
、
高
年
齢
者
の
雇
用
に
向
け

た
支
援
と
し
て
、

６５
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
の

制
度
の
周
知
や
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
制
度
の
中
で
、
雇
用
管
理
制
度
の
導
入
等
に

要
し
た
委
託
費
や
経
費
等
が
対
象
と
な
る
が
、

高
齢
者
向
け
の
雇
用
管
理
制
度
の
整
備
等
に
係

る
支
援
内
容
も
、
積
極
的
に
周
知
を
行
い
、
事

業
主
に
お
け
る
雇
用
管
理
改
善
の
促
進
に
努
め

て
行
き
た
い
。

小
川
　
尚

一

壺
②
ｌ
２
７
８

口
に
お
い
て
は
、
日
民
の
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
向
け
て
様
々
な
対
策

と
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
感
謝
と
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
福
島
県
南
相
馬
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
に
つ
い
て
は
、
今
年
５
月
１
７
日
か
ら
６
月
２５
日
ま
で
４。

日
間
ゼ
ロ
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
民
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
理
解
と
我
慢
の
上
に
積
み
上

げ
ら
れ
て
き
た
成
果
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
残
念

な
が
ら
６
月
２６
日
か
ら
７
月
１１
日
ま
で
の
１６
日
間
で
２
件
の

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す
る
な
ど
、

６０
名
を
超
え
る
新
規
感
染

者
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

福
島
県
の
発
表
に
よ
る
と
、
ク
ラ
ス
タ
ー
の
初
期
の
感
染

者
に
は
、
環
境
省
発
注
工
事
に
従
事
す
る
作
業
員
が
多
数
含

ま
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
、
当
市
原
町
区
の
緊
華
街
に
あ
る

接
待
を
伴
う
飲
食
店
で
感
染
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
当
市
の
感
染
者
と
し
て
作
業

員
が
多
数
発
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
感
染
拡
大

が
急
増
す
る
な
か
、
地
域
医
療
へ
の
負
荷
が
増
大
し
て
お

り
、
市
民
の
不
安
も
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
こ

の
状
況
を

「非
常
事
態
」
と
位
置
づ
け
、
市
民
へ
の
不
要
不

急
の
外
出
自
粛
の
ほ
か
、
各
種
行
事
の
開
催
に
つ
い
て
の
早

急
な
再
検
討
、
接
待
を
伴
う
飲
食
店
の
従
業
員

・
利
用
者
等

へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
な
ど
特
別
対
策
を
実
施
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
福
島
県
に
対
し
て
、
酒
類
提

供
飲
食
店
の
営
業
時
間
の
短
縮
を
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
以
上
感
染
を
拡
大
さ
せ
、
市
民
生

活
に
影
薔
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、国
に
お
い
て
も
、

下
記
の
事
項
に
つ
い
て
、
復
興
の
た
め
の
事
業
発
注
関
係
者

の
管
理
監
督
の
徹
底
を
さ
れ
ま
す
よ
う
、
強
く
要
請
い
た
し

ま
す
。

記

１
、
作
業
員
の
感
染
防
止
対
策
及
び
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
徹
底

さ
せ
る
こ
と
。

２
、
作
業
員
等
の
交
代
時
期
等
に
お
い
て
は
、
定
期
的
に
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
検
査
な
ど
を
行
い
、
飲
食
店
な
ど
が

安
心
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
む

こ
と
。
な
お
、
検
査
費
に
つ
い
て
は
、
発
注
元
で
あ
る

国
が
負
担
す
る
こ
と
。

３
、
会
食
す
る
握

Ｒ

少
人
数
ヽ
短
時
間
を
守
ら
せ
る
こ
と
。

ま
た
、飲
食
店
を
利
用
す
る
場
合
は
、感
染
症
対
策
が
し
っ

か
り
と
ら
れ
て
い
る
店
を
利
用
す
る
こ
と
。
な
お
、
南
相

馬
市
内
は
７
月
３‐
日
ま
で
の
間
、
市
民
に
対
し
不
要
不

急
の
外
出
自
粛
と
、
飲
食
店
に
対
し
て
は
時
短
営
業
の

要
請
を
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
連
守
さ
せ
る
こ
と
。

４
、
福
島
県
相
双
保
健
所
の
疫
学
調
査
に
は
、
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
行
動
産
歴
の
申
告
を
含
め
積
極
的
に
協

力
さ
せ
る
こ
と
。

５
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
国

の
主
導
に
よ
る
職
域
接
種
を
早
期
に
実
施
す
る
こ
と
。

竹
野
　
光
雄
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２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
始
ま
り
、　
一
年

越
し
は
大
変
苦
慮
し
た
事
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

当
市
と
し
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
も

順
調
に
進
ん
で
い
る
所
で
あ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
ス
ム
ー
ズ
に
無
事
終
え

る
よ
う
強
く
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

【質
問
】
小
高
区
内
は
、

り

、

震
災
後
１０
年
を
迎
え
た
今
、
人
口
が
回
復
し
て

い
な
い
行
政
区
を
維
持
し
て
い
く
の
に
ど
う
再

編
を
し
て
い
く
か
伺
う
。

【答
弁
】
令
和
元
年
度
に
東
部
・
西
部
地
区
の

区
長
と
懇
談
し
、
各
行
政
区
で
の
話
合
い
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
結
果
に
つ
い
て
は

「い
ず

れ
必
要
」
「も
っ
と
行
政
区
の
話
合
い
が
必
要
」

と
考
え
る
行
政
区
が
多
数
を
占
め
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
調
整
の
支
援
を
行
う
。

【質
問
】
小
高
区
沿
岸
部
の
行
政
区
が
５
つ
ほ

ど
あ
り
、
居
住
ぞ
口
が
２
行
政
区
で
２
戸
ほ
ど

住
ん
で
い
る
行
政
区
が
１
つ
、
ま
た
大
変
人
ロ

も
戸
数
も
減
っ
た
も
の
の
、
２
行
政
区
が
現
存

し
て
お
り
、
今
後
ど
の
よ
う
に
再
編
し
て
行
く

の
か
伺
う
。

【答
弁
】
居
住
者
が
少
な
い
中
で
、
行
政
区
の

範
囲
が
広
が
る
事
に
対
し
て
住
民
が
不
安
を
感

じ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
住
民
の

合
意
形
成
が
図
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

【質
問
】
近
年
の
自
然
災
害
は
、
被
害
が
甚
大

化
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
少
し
で
も
多
く
の

市
民
が
防
災
用
品
を
備
え
る
よ
う
啓
発
す
べ
き

だ
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

【答
弁
】
各
家
庭
で
の
災
害
時
の
備
え
に
つ
い

て
は
、
生
活
必
需
品
等
、
最
低
３
日
分
を
備
蓄

れ
賓
却
蘇
漱
肺
跡
費
』
膠
倒
ぴ
い
砿
「
み
な
み

田
中
　
一泉
子
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０
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【質
問
】
東
日
本
大
震
災
か

た
が
、
地
域
内
の
状
況
が
以
前
と
は
大
き
く
変

わ
っ
て
し
ま
い
、
か
つ
て
地
域
内
に
あ
っ
た
組

織
も
活
動
を
辞
め
た
り
停
止
し
た
り
し
て
い

る
。
市
と
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
状
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
行
政
区
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
る
と
、

地
域
住
民
が
行
政
区
に
加
入
し
な
い
理
由
と
し

て

「加
入
し
な
く
て
も
困
ら
な
い
」
と
か

「近

所
付
き
合
い
が
煩
わ
し
い
」
と
か
、
「行
政
区

活
動
に
関
心
が
な
い
」
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
回
答
が
多
く
な
っ
た
背
景
に
は
、

東
日
本
大
震
災
以
降
大
き
な
人
□
変
動
が
あ

り
ヽ
行
政
区
を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き
く
変
化

し
た
こ
と
、
更
に
は
社
会
全
体
の
流
れ
が

一
人

で
も
生
活
し
や
す
い
こ
と
や
利
便
性
の
高
い
環

境
に
変
化
し
て
い
る
一
方
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
が
失
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
要
因
だ
と
捉
え

て
い
る
。

【質
問
】
地
域
に
暮
ら
す
女
性
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
や
能
力
を
生
か
し
活
躍
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

【答
弁
】
本
市
で
も
、
女
性
の
活
躍
を
推
進
す

る
上
で
は
、
就
労
を
は
じ
め
、
女
性
の
多
様
な

分
野
へ
の
参
画
や
家
庭
生
活
と
仕
事
、
地
域
社

会
活
動
を
両
立
し
や
す
い
環
境
の
整
備
が
必
要

で
あ
り
、
加
え
て
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意

識
を
解
消
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

全
て
の
人
が
性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、
活
躍
で
き
る
社

会
を
目
指
し
て
、
令
和
三
年
二
月
に
策
定
し
ま

し
た
第
三
次
南
相
馬
市
男
女
共
同
参
画
計
画
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

鈴
木
　
貞
正

ａ
⑮
３
５
９
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私
は
、
人
材
育
成
の
成
果
に
問
題
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
す
は
指
示
待
ち
、
受
け
身

で
主
体
制
が
な
い
な
ど
、
悩
み
は
共
通
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
「
そ
し
て
人
事
評
価
を
見
直
し

た
り
し
て
も
、
む
し
ろ
職
員
の
受
け
身
の
姿
勢

は
強
ま
る
ば
か
り
で
、
短
期
的
に
成
果
が
で
る

も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
増
加
す
る
環
境
変
化
に
適
応
で
き
な

い
職
員
の
取
り
組
み
を
求
め
る
こ
と
も
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
や
は
り
自
分
で
考
え
、
行

動
す
る
職
員
を
育
成
し
な
け
れ
ば
組
織
と
し
て

仕
事
の
意
義
や
目
的
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
大

変
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
¨

さ
ら
に
問
題
は
職
員
に
誤
っ
た
動
機
づ
け
を

す
る
人
事
だ
と
考
え
ま
す
。
や
は
り
ど
れ
だ
け

人
材
育
成
に
時
間
を
か
け
て
も
ヽ
職
員
が
自
ら

考
え
そ
し
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
ら
な
い
の
は

知
識
あ
る
い
は
経
験
が
未
熟
な
職
員
に
考
え
さ

せ
る
だ
け
で
放
置
し
た
り
し
な
い
よ
う
上
司
が

教
え
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
職
員
も
時
間
の
経
過
と
と
も
に

や
が
て
仕
事
の
現
場
で
は
理
想
と
現
実
の
間
に

大
き
な
乖
離
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
時
に
失

意
に
襲
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
と
き
に
理
想
の
追
求
を

諦
め
る
の
で
は
な
く
、
ま
す
は
自
分
の
業
務
の

範
囲
で
実
現
で
き
る
こ
と
は
実
行
す
る
よ
う
に

努
力
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
理
想
に
向
か
っ
て
日
々
挑
戦
し
続
け

る
職
員
に
は
、
各
職
場
で
前
向
き
に
、
働
き
が

い
を
も
っ
て
活
躍
さ
せ
る
こ
と
と
そ
れ
に
伴
う

評
価
が
、
大
変
重
要
と
考
え
ま
す
。
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代
表
　
渡
部
　
い
っ
ぷ

９
月
議
会
の
平
田
議
員
の
一
般
質
問
の
中
で
、
次
期
市
長
選
へ
の
出
馬

の
意
向
を
問
わ
れ
た
門
馬
市
長
は
、
カ
ノ
前
総
理
大
臣
同
様

「新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
専
念
し
た
い
」
と
答
弁
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

質
問
者
は
、
出
馬
の
意
思
そ
の
も
の
を
聞
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
と

い
う
こ
と
は
、
適
切
な
答
弁
と
は
受
け
止
め
が
た
い
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

市
長
任
期
中
の
議
会
は
１２
月
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。
４
年
間
の
総
括
を

自
ら
す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
筆
さ
れ
る
課
題
は
、
市
職

員
の

「台
風
１９
号
で
災
害
対
応
に
当
た
っ
た
後
、
帰
宅
途
中
に
死
亡
」
に

つ
い
て
の
マ
ス
コ
ミ
発
言
只
市
の
対
応
に
）
明
ら
か
な
過
失
は
な
か
っ
た
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
加
え
て
、
小
高
診
療
所
及
び
藤
井
医
師
退
職
、
鹿
島

区
高
速
道
路
料
金
助
成
事
業

（
一
体
感
醸
成
事
業
）、
中
学
生
の
海
外
研

修
事
業
、
市
長

ｒ
議
長
の
市
民
葬
条
例
等
々
、
市
民
の
民
さ
ん
の
問
題
と

し
て
、　
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
９
月
議
会
の
報
告
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
ご
意

見
や
ご
要
望
等
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
３
年
度
第
５
固
定
例
会
９
月
議
会
は
、

９
月
１
日
か
ら
‐６
日
ま
で
の
１６
日
間
開
催
さ

れ
、
議
案
２３
件

（条
例
関
係
８
件
、
予
算
関
係

７
件
、
そ
の
他
７
件
委
員
会
提
出
議
案
１
件
）

報
告
２
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
通

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　
一
般
会
計
補
正
予
算
額

は
、

４７
億
２
２
２
２
万
円
で
歳
入
歳
出
総
額
は

５
１
３
億
４
５
７
８
万
円
で
訓
銅
劃
例
刊
釧
Ш

較
で
は
９
３
億
５
２
０
０
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
特
別
会
計
、
企
業

会
計
の
総
額
は
３
９
８
億
３
１
０
３
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
３
月
補
正
予
算

は
、　
一
般
会
計
で
は
５
億
３
２
６
０
万
円
で

補
正
後
の
令
和
２
年
度

一
般
会
計
総
額
は

６
６
８
億
１
４
１
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【条
例
関
係
の
主
な
も
の
】

０
南
相
馬
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
小
高
診
療
所
の
開
所
に
よ
る
診
療

所
位
置
を
改
め
る
た
め
、
必
要
な
改
正
を
行
う

も
の
。
審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
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【櫂

】

〇
陳
情
第
１
号
　
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
被
害
者

に
対
す
る
各
種
支
援
継
続
等
を
求
め
る
陳
情
に

つ
い
て

【委
員
会
提
出
議
案
】

○
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
原
子
力
発
電
所

災
害
の
被
災
者
に
対
す
る
各
種
支
援
の
継
続
と

対
象
者
の
拡
大
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

【
一
般
会
計
の
主
な
も
の
】

○
消
費
喚
起
応
援
事
業
…
１
億
２
９
３
７
万
円

○
旧
避
難
指
示
区
域
移
住
定
住
促
進
事
業

…
２
９
９
２
万
円

○
移
住
定
住
推
進
事
業
　
　
・‥
１
０
６
４
万
円

○
人
権
尊
重
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

…
３
５
５
万
円

○
農
林
水
産
物
等
Ｐ
Ｒ
事
業
　
・‥
８
０
１
万
円

庁
舎
建
設
基
金
積
立
金
に
つ
い
て

【質
問
】
新
庁
舎
違
設
自
体
が
当
初
の
計
画
か

ら
若
干
遅
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
が
、
積
立

金
に
つ
い
て
、
期
面
の
延
長
な
ど
の
影
響
は
あ

る
の
か
伺
う
。
　

一

菱

院

議

葬

鴎

辞
朝

和
２
年
度
ま
で
の
６
年
間
で
１６
億
円
を
積
み
立

て
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
今
後
も
決
算
剰
余

金
な
ど
を
活
用
し
て
目
標
の
２。
億
円
を
ま
す
は

積
み
立
て
る
と
い
う
こ
と
で
進
め
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
協
働
の
ま
ち
づ

に
つ
い
て

【質
問
】
こ

計
画
を
も
ら

予
算
を
つ
け
る
流
れ
だ
が
、

９
月
補
正
と
な

た
事
情
を
伺
う
。

【答
弁
】

対
す
る
指
定
寄
附
が
昨

，そ
の
経
費
や
、
返

引
ヽ
ｏ
Ｏ。
、

５
月
の
出

納
閉
鎖
期
間
を
経
て
、
充
当
で
き
る
金
額
が
確

定
し
た
た
め
９
月
補
正
に
計
上
し
た
。

「南
相
馬
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
度

に
つ
い
て
」

【質
問
】
元
々
小
高
病
院
が
あ
っ
た
跡
地
の
外

来
診
療
棟
部
分
、
移
転
前
の
小
高
診
療
所
の
建

物
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
利
活
用
し
て

い
く
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
新
診
療
所
処
置
室
の
ベ
ッ
ド
数
が
３

台
の
た
め
、
例
え
ば
、
熱
中
症
で
複
数
の
方
が

運
ば
れ
た
と
い
っ
た
利
用
者
が
３
人
を
超
え
る

場
合
の
点
滴
等
の
処
置
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

【質
問
】
小
高
診
療
所
の
医
師
確
保
に
つ
い
て
、

現
在
ど
う
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
市
立
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
て

常
時
医
師
の
募
集
の
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
い

る
ほ
か
、
全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
や
、
民
間

の
医
師
紹
介
会
社
な
ど
で
募
集
を
行
っ
て
い

る
。
小
高
診
療
所
の
勤
務
条
件
に
対
す
る
問
い

合
せ
が
メ
ー
ル
で
５
件
あ
っ
た
が

「常
勤
医
の

確
保
」
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

【質
問
】
旧
小
高
病
院
の
土
地
の
部
分
に
関
し

て
は
、
市
が
所
有
し
て
い
る
土
地
と
民
地
が
混

在
し
て
い
る
状
態
で
そ
れ
を
整
理
す
る
事
も
必

要
だ
が
ど
う
進
め
て
い
る
か
伺
う
。

【答
弁
】
令
和
３
年
度
中
は
継
続
し
て
お
借
り

し
、
令
和
４
年
度
以
降
に
地
権
者
に
土
地
を
お

返
し
す
る
予
定
で
進
め
て
い
る
。

農
林
水
産
物
等
Ｐ
Ｒ
事
業
に
つ
い
て

【質
問
】
平
成
３。
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で
、
企

業
人
の
派
遣
を
受
け
入
れ
し
て
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
中
で
、
令
和
３
年
度
の
９
月
の
時

期
に
な
ぜ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
立
上
げ
と
な
っ

た
の
か
、
そ
の
経
過
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
平
成
３。
年
度
か
ら
３
年
間
か
け
、
イ

オ
ン
リ
テ
ー
ル
か
ら
社
員
の
派
遣
を
受
け
て
、

実
際
に
店
舗
な
ど
に
お
い
て
、
物
販
催
事
に
出

店
し
て
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
き
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
物
販
催
事
に
お
け
る
客
を

集
め
る
よ
う
な
活
動
や
、
試
食
に
よ
り
農
産
物

の
魅
力
を
伝
え
る
の
が
困
難
に
な
る
中
、
何
が

必
要
か
検
討
し
た
と
き
に
、
外
に
出
て
行
く
の

が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
逆
に
、
常
時
情
報
発
信

で
き
る
場
を
つ
く
り
、
見
に
来
て
も
ら
う
場
所

を
つ
く
り
た
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
年
度
途

中
で
あ
る
も
の
の
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
予
算

を
計
上
し
た
。

議
会
の
報
告
と
市
民
と
の
意
見
交
換

会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

市
政
と
令
和
３
年
９
月
定
例
会
の
報

告
、
市
政
や
議
会
に
対
す
る
こ
意
見
。

要
望
な
ど
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
対
策
を
踏
ま
え
て
行
い
ま
す
が
、

こ
参
加
の
方
は
マ
ス
ク
の
着
用
の
こ
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ｏ
日
時
　
＝
月
６
日
０午

後
２
時
か
ら

ｏ
会
場
　
ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

響　
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渡
部
　
い
っ
ぶ

８
②
５
４
５
６

【質
問
】
災
書
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
規
程

や
責
務
は
な
い
。
伴
走
型
支
援
は
、
２
０
１
６

年
４
月
の
熊
本
地
震
や
２
０
１
８
年
７
月
の
西

日
本
豪
雨
の
被
災
地
で
も
実
践
さ
れ
、
有
効
性

が
示
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
支
援
が
届
か
す
壊

れ
た
自
宅
で
暮
ら
す

「在
宅
被
災
者
」
に
目
が

向
く
機
会
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
改

め
て
、
伴
走
型
支
援
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う

【答
弁
】
在
宅
被
災
者
に
つ
い
て
は
、
東
日
本

大
震
災
後
、
初
め
て
そ
の
存
在
が
明
ら
か
に

な
っ
た
被
災
形
態
に
な
る
。
在
宅
被
災
者
に
つ

い
て
は
、
物
資
、
あ
る
い
は
情
報
恋
ど
、
行
政

か
ら
の
支
援
の
流
れ
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
危
険

性
が
高
い
と
も
考
え
て
い
る
。
被
災
者
一
人
一

人
の
個
別
課
題
を
把
握
し
て
支
援
を
行
い
、
被

災
者
の
生
活
再
建
を
目
指
す
も
の
、
こ
ね
が
伴

走
型
支
援
と
捉
え
て
い
て
、
在
宅
被
災
者
の
支

援
に
有
効
と
考
え
て
い
る
。

ま
さ
に
、
申
請
や
相
談
を
待
た
ず
、
個
別
訪

間
を
通
し
て
三
ト
ズ
や
課
題
を
把
握
し
、
個
別

に
生
活
再
建
計
画
を
つ
く
り
、
官
民
が
連
携
し

て
支
援
を
続
け
る
手
法
だ
と
、
そ
の
よ
う
に
言

わ
れ
て
い
る
。

熊
本
地
震
な
ど
の
被
災
地
で
支
援
活
動
財
源

に
な
っ
た
の
は
、
震
災
後
に
国
が
設
け
た
被

災
者
見
守
り
相
談
支
援
事
業
で
あ
り
、
国
は

２
０
１
９
年
か
ら

一
般
事
業
化
し
て
い
る
が
、

生
活
再
建
支
援
に
拡
充
す
べ
き
と
考
え
る
。

ま
た
、
自
治
体
の
裁
量
で
内
容
を
手
厚
く
で

き
る
こ
と
に
な
る
が
、
市
町
村
に
よ
り
被
災
者

対
策
に
温
度
差
が
生
し
か
ね
な
い
、
こ
う
い
う

懸
念
も
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
十
分
に
日
・
県
が
運

携
し
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
自
治
体
が

取
り
組
め
る
環
境
整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
申

し
添
え
て
お
き
た
い
。

小
川
　
尚

一

ａ
②
ｌ
２
７
８

【質
問
】
７
月
臨
時
議
会
に
お
い
て

「し
っ
か

り
と
議
会
で
審
議
、
審
査
が
で
き
る
よ
う
な
日

程
で
や
っ
て
頂
き
た
い
」
と
質
問
し
た
が
、
市

長
は
そ
れ
に
対
し
て

「極
め
て
心
外
」
と
い
う

答
弁
で
あ
っ
た
。
憲
法
第
９３
条

「地
方
公
共
団

体
に
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ

の
議
事
機
関
と
し
て
議
会
を
設
置
す
る
。
」
と

あ
り
、
二
元
代
表
制
に
つ
い
て
も
、
住
民
を
代

表
す
る
首
長
と
議
会
が
相
互
の
抑
制
と
均
衡
に

よ
り
緊
張
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
議
会
が
首
長

と
対
等
の
機
関
と
し
て
、
日
測
硼
ｄ
副
固
洲
剰
一

困
酬
洲
淵
紺
捌
釧
３
倒
Ч
ぞ
硼
釧
淵
月
日
郷
倒
Ⅵ

樹
回
罰
潤
潮
到
劉
劉
翻
劉
倒
馴
馴
躙
嶽
瑠
硼
ｄ
ａ

劉
こ
と
こ
そ
、
≡

冗
代
表
制
の
本
来
の
在
り
方

で
あ
る
と
も
の
の
本
に
あ
る
。
今
後
は
、
そ
の

認
識
で
対
応
が
さ
れ
て
い
く
の
か
伺
う
。

【答
弁
一
招
集
は
、
市
は
７
日
前
ま
で
に
告
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
書
で
、
緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
と
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。
今
後
と

も
し
っ
か
り
と
、
最
終
的
に
襴
コ
刊
鋼
『
日
到

酬
ｄ
Ｊ
訓
会
硼
審
訓
、
調
測
割
珂
劉
釧
ｄ
劇
訓

会
ｄ
劃
飼
馴
日
劇
測
冽
劃
到
創
渕
硝

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
は
、
県
の
承

認
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
誘
致
運
動
を
行
い
、

震
災
復
興
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
シ
ン
ポ
ル

と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
後
は
、
誘
客
に
繋
が
る
観

光
交
流
施
設
と
し
て
活
用
が
見
込
め
る
と
考
え

る
が
、
誘
致
推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
市
は
こ
れ
ま
で
も
、
県
と
の
協
議
を

行
っ
て
き
た
。
「全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
」
の
目

的
を
考
え
る
と
、
誘
致
は
効
果
が
あ
る
と
捉
え

て
い
る
。
福
島
県
に
お
い
て
も
、
ま
だ
こ
の
開

催
は
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
改
め

て
県
関
係
機
関
と
協
議
、
調
整
を
行
っ
て
い
く
。

竹
野
　
光
雄

８
０
８
０

５

５

６

８

９

７

５

５

新
型
コ
ロ
ナ
」
イ
ル
ス
感
染
も
や
わ
ら
ぎ

ホ
ッ
と
し
て
い
五
状
況
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

今
後
の
行
動
、

つ
い
て
は
適
切
な
感
染

コ
ロ
ナ
を
目
指
し

て
行
く
べ

酸

化

灰

口
に
す
る
こ
と
を
目
指

す
旨
、

市
と
し
て
取
組
み
に

【答
弁
】

、
東
日
本
大
震
災
後
の
復

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

温
室
効
果
ガ
ス
で

あ
る

三

ろ
で
あ
り
、

い
る
。

【質
問
】
福
島
県

現
在
、
７
市
町
で
進
め

南
相
馬
市
と
し
て
ど
の

よ
う
な
方
向
性
を
持
ち
な
が
ら
、
今
後
対
応
し

て
い
く
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
計
画
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度
に

∽
０
０
∽
の
理
念
に
沿
っ
た
次
期
総
合
計
画
の

策
定
を
予
定
し
て
お
り
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推

進
計
画
の
策
定
を
一
体
的
に
考
え
て
お
り
、
令

・に
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【質
問
】
東
日
本
台
風
に
お
い
て
、
河
川
か
ら

の
越
水
に
よ
る
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
に

よ
り
、
浚
渫
が
必
要
な
河
川
が
多
く
あ
る
が
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
国
の
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
に
よ
り
、
県

が
２
級
河
川
の
土
砂
浚
渫
を
令
和
２
年
度
か
ら

令
和
６
年
度
の
５
か
年
で
集
中
的
に
実
施
す
る
一

方
、
市
虐
理
の
準
用
・普
通
河
川
に
つ
い
て
も
令

和
２
年
か
ら
５
か
年
で
全
６９
河
川
を
対
象
と
し

て
、
緊
急
性
の
高
い
箇
所
か
ら
実
施
し
て
い
く
。

田
中
　
一泉
子

●
０
８
０

１

８

３

４

２

６

０

３

始
め
に
９
月
議
会
に
て
、
南
相
馬
市
区
長
連

絡
協
議
会
よ
り

「東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力

福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
被
災
者

に
対
す
る
各
種
支
援
の
継
続
等
を
求
め
る
陳
情

書
」
が
提
出
さ
れ
、
「採
択
」
さ
れ
ま
し
た
の

で
こ
報
告
致
し
ま
す
。

私
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
令
和
３
年
５
月

２６
日
付
で
、
全
国
市
議
会
議
長
会
の
特
別
表
彰

（在
籍
１０
年
以
上
）
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
こ

の
紙
面
に
て
皆
様
方
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
こ
指

導
こ
鞭
撻
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
し
て
こ
報
告
と
致
し
ま
す
。

私
の
政
治
活
動
の
原
点
は
、
「環
境
を
守
る
」

と

「子
ど
も
た
ち
を
守
る
」
こ
と
で
し
た
。
市

議
に
な
り
約
３
ケ
月
の
時
に
東
日
本
大
震
災
と

原
子
力
発
電
所
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

津
波
を
実
際
に
こ
の
日
で
見
た
こ
と
、
津
波

が
引
け
た
後
の
目
の
前
の
風
景
は
一
変
し
、
足

が
疎
み
体
は
震
え

一
瞬
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
り

ま
し
た
。
私
だ
け
で
は
な
く
誰
れ
も
が
そ
れ
ぞ

れ
の
場
で
私
以
上
に
辛
い
立
場
を
強
い
ら
れ
て

お
ら
れ
た
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
様
な
中

で
私
は
、
復
旧
復
興
に
は
長
い
年
月
が
か
か
る

こ
と
か
ら
目
標
を
自
分
な
り
に
掲
げ
志
し
た
。

生
か
さ
れ
た

「命
」
だ
か
ら
、
と
に
か
く
１０

年
を
目
標
に
し
て
市
民
の
た
め
に
私
に
出
き
る

こ
と
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
腹
決
め
を
し

心
に
誓
い
ま
し
た
。
更
に
は
後
の
コ
ロ
ナ
禍
に

対
し
て
も
原
発
問
題
と
似
た
、
孤
独
的
な
こ
と

も
大
変
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
１０
年
は
、
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
な
が
ら
も

自
分
が
逆
に
元
気
を
頂
い
て
い
た
こ
と
に
気
付

か
さ
れ
て
い
た
の
で
し
た
。

最
後
に
、
今
後
も
私
な
り
に
市
民
目
線
で
更

に
は
女
性
目
線
で

「心
の
目
」
で
目
標
が
ぶ
れ

る
こ
と
な
く
豊
か
な
明
る
い
南
相
馬
市
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
生
か
さ
れ
た
命
だ
か
ら
。

鈴
木
　
貞
正

雪
①
３
５
９
２

学
力
低
下
の
傾
向
を
受
け
て
、
全
目
的
、
総

合
的
な
学
力
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
私
は

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
知
識
、
技
能
に
偏
る

も
の
で
な
く
、
総
合
的
な
内
容
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
学
力
低
下
が
指

摘
さ
ね
て
お
り
、
学
カ
テ
ス
ト
の
必
要
性
が
大

変
重
要
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
学
カ
テ

ス
ト
は
、
学
力
向
上
の
方
法
で
は
な
く
、
教
育

課
程
の
実
施
状
況
と
到
達
度
を
測
る
結
果
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
学
力
向
上
の

た
め
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
学
習
意
欲
の
喚
起
や
、

効
果
的
な
学
習
教
材
、
幅
広
い
思
考
力
あ
る
い

は
創
造
力
、
さ
ら
に
は
判
断
力
、
そ
し
て
表
現

力
な
ど
の
開
発
が
不
可
欠
で
、
そ
の
結
果
と
し

て
、
学
カ
テ
ス
ト
の
結
果
が
出
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
単
純
に
知
識
の
詰
め
込
み
な
ど
、
日

に
見
え
る
学
力
だ
け
を
短
期
的
に
向
上
さ
せ
る

競
争
を
さ
せ
る
た
め
に
、
学
カ
テ
ス
ト
を
用
い

て
は
な
ら
な
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
学
カ
テ

ス
ト
を
実
施
し
た
な
ら
ば
、
調
査
と
結
果
の
把

握
の
み
に
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
テ
ス
ト
問
題

を
活
用
し
な
が
ら
解
答
方
法
や
学
習
課
題
を
解

説
し
、
さ
ら
に
は
児
童
生
徒
が
学
べ
る
教
材
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、学
カ
テ
ス
ト
の
結
果
を
自
己
点
検
、

あ
る
い
は
自
己
評
価
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
大
切

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
家
庭
で
の
か
か

わ
り
方
も
重
要
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
幅
広
く
、
家
庭
で
の
生
活
習
慣
を

確
立
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
面
で
、
子
ど
も
の
家
庭
生
活
全
体
を

改
善
す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
長
期
的
あ
る
い
は
総
合
的
な
学
力

の
向
上
を
図
り
、
結
果
と
し
て
学
カ
テ
ス
ト
の

結
果
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ゼ

ロ
〓
■

ナ
を
目
指
し
元
の
生

活
を
願
い

一　

　

・●
・　
　
　
・

一斉
学
カ
テ
ス
ト
に
つ
い
て
考
え
る
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代
表
　
渡
部
　
い
っ
ぷ

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
門
馬
市
政
４
年
を
振
り
返

っ
て
」
門
馬
市
長
の
大
き
な
問
題
点
は
、

公
約
を
掲
げ
取
り
組
む
の
で
す
が
、
正
し
く
総
括
さ
れ
て
い
な
い
点
で
す
。

例
え
ば
、
「市
民
葬
」
で
す
。
現
職
で
市
長

・
議
長
が
死
亡
す
れ
ば
市
民

葬
に
す
る
。
と
い
う
条
例
で
す
。
ま
た
、
市
民

一
体
感
醸
成
事
業
と
し
て

の

「高
速
道
路
料
金
助
成
事
業
」
は
、
対
象
者
約
７
０
０
０
人

（鹿
島
区

限
定
）
の
内
１３
・

２５
％

（限
度
額
Ю
万
円
使
用
し
た
方
）
し
か
利
用
し
て

い
ま
せ
ん
。
更
に
、
小
高
病
院
再
編
に
伴
う

「小
高
病
院
有
床
化
」
に
至
っ

て
は
、
病
院

（医
師

・
看
護
師
）
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
及
び
財
政
負
担
を
鑑

み

「南
相
馬
市
立
病
院
の
拡
充
」
す
べ
き
と
い
う
こ
と
を
、
強
引
に
舵
を

切
，

「有
床
化
」
方
針
を
示
し
た
も
の
の
、
結
果
、
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
ネ
ツ
ク
と
な
り
、
「有
床
化
し
た
い
」
の
ポ
ー
ズ
に
終
始
し
て
い
ま
す
。

市
政
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
地
に
足
の
着
い
た
、
そ
れ
も
市
民
の
皆
さ

ん
の
声
に
裏
打
ち
さ
れ
た
政
策
の
実
現
で
す
。
今

一
度
、
市
長
自
ら
皆
さ

ん
の
と
こ
ろ
に
足
を
運
び
、
血
の
通

っ
た
取
り
組
み
を
目
指
す
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

恒
例
の
１２
月
議
会
報
告
会
を
開
催
し
、
ご
意
見
や
ご
要
望
等
を
お
聞
か

せ
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

市
長
任
期
４
年
が
終
わ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
門
馬
市
政
に
お
け
る
議
会
提
案
の
問
題

点
と
強
引
な
手
法
に
つ
い
て
、
全
て
議
決
さ
れ

た
議
案
で
す
が
、
そ
の
内
容
と
議
論
を
以
下
時

系
列
に
示
し
ま
す
。

平
成
３。
年
度
第
２
回
定
例
会
６
月
議
会

◎

「南
相
馬
市
市
民
一
体
化
復
興
促
進
基
金
条

例
制
定
に
つ
い
て
」

反
対
討
論
で
は
、
選
挙
公
約
の
高
速
道
路
の

無
料
化
を
実
行
す
る
た
め
の
も
の
で
、
鹿
島
区

だ
け
に
１０
億
３
０
０
０
万
円
の
基
金
を
制
定

し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
か
け
な
い
の
は

条
例
違
反
で
あ
る
。
鹿
島
区
の
地
域
協
議
会
に

の
み
諮
問
し
、
小
高
区
、
原
町
区
の
地
域
協
議

会
に
は
、
報
告
の
み
で
公
平
で
は
な
い
。
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎

一
般
会
計
「高
速
道
路
通
行
料
金
助
成
事
業
」

（鹿
島
区
民
で
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
み
の
利
用
に
対
し
、

２
年
間
で
１
人
当
り
１０
万
円
を
上
限
に
助
成
す

る
）
１
億
１
７
３
８
万
円

こ
の
事
業
に
関
連
し
て
、
市
民

一
体
化
復
興

促
進
基
金
積
立
金
を
含
む
繰
入
金
な
ど
「
億
４

７
３
８
万
２
千
円
を
減
額
す
る
修
正
動
議
が
提
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出
さ
れ
、
動
議
は
賛
成
少
数
の
た
め
否
決
、
原

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎

一
般
会
計
中
学
生
海
外
研
修
事
業
１
１
６
２

万
円
が
修
正
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
市
長
公
約
で
あ
る

「中
学
生
の
海

外
研
修
」
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
今

年
度
２。
人
の
中
学
２
年
生
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
研
修
さ
せ
る
も
の
で
、
将
来
中
学
２
年
生
全

員
の
修
学
旅
行
を
行
う
も
の
で
す
が
、
内
容
が

不
明
確
な
た
め
。
　
修
正
案
は
賛
成
６
名
、
反

対
１５
名
の
賛
成
少
数
で
、
否
決
さ
れ
、
原
案
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎

「南
相
馬
市
病
院
事
業
設
置
な
ど
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

内
容
は
、
小
高
病
院
の
解
体
の
た
め
、
小
高

病
院
を
残
し
な
が
ら
小
高
診
療
所
を
設
置
す
る

も
の
で
、
「南
相
馬
市
立
病
院
再
編
計
画
」
に

基
づ
き
設
置
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
小
高
診

療
所
の
１９
床
の
病
床
に
つ
い
て
の
計
画
は
何
ら

示
さ
れ
ず
、
「目
指
す
」
と
だ
け
で
、
疑
義
が

あ
る
た
め
反
対
し
ま
し
た
。

反
対
少
数
、
原
案
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
。

◎

「南
相
馬
市
職
員
の
公
務
死
亡
事
案
に
関
す

る
調
査
委
員
会
条
例
制
定
に
つ
い
て
」

反
対
討
論
で
は
、
災
害
対
策
本
部
は
、　
一
体

で
あ
り
責
任
の
所
在
は
ト
ッ
プ
で
あ
る
市
長
に

あ
る
。
既
に
庁
内
で
は
時
系
列
で
事
実
関
係
の

確
認
も
す
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
今
更
何
を
調

査
す
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
ま
た
遺
族
の
思
い

に
寄
り
添
う
の
で
あ
れ
ば
、
第
三
者
に
よ
る
調

査
は
や
る
べ
き
で
は
な
い
と
反
対
し
ま
し
た

が
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎

一
般
会
計
補
正
予
算
の

「角
川
原
総
合
研
修

セ
ン
タ
ー
管
理
事
業
費
５
７
５
万
円
」
に
つ
い

て
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
廃
止
さ
れ
地
元
行
政
区
に
無
償
譲

罐識軌稲鮨馴額榔綸酬彬陵”贈引一離副

案
賛
成
９
名
、
反
対
１２
名
少
数
で
否
決
、
原
案

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎

「南
相
馬
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
」
及
び

「南
相

馬
市
立
総
合
病
院
医
師
の
高
齢
者
部
分
休
業
に

関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
」
は
、

反
対
討
論
で
は
、
医
師
の
定
年
年
齢
を
６５
歳

か
ら
７。
歳
に
変
更
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
先
ず

ど
う
い
う
病
院
を
め
ざ
す
の
か
、
そ
し
て
ど
の

様
な
医
師
を
必
要
と
し
て
い
る
か
が
重
要
で
あ

り
、
病
院
の
健
全
経
営
計
画
を
示
し
、
そ
の
一

環
と
し
て
の
医
師
確
保
で
あ
る
こ
と
を
市
民
の

皆
様
に
理
解
し
て
頂
く
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
議
案
は
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
陳
情

「南
相
馬
市
地
方
卸
売
市
場
の
整
備
に

係
る
陳
情
に
つ
い
て
」
南
相
馬
市
地
方
卸
売
市

場
を
公
設
民
営
施
設
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を

求
め
る
も
の
で
す
が
、
委
員
長
報
告
の
採
択
報

告
に
は
、
継
続
審
査
と
し
て
委
員
会
に
再
付
託

す
る
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
園
芸
作
物
集
出
荷
団
地
整
備
事
業

仮
称
の
資
料
が
執
行
部
よ
り
提
出
さ
れ
て
お

り
、
概
要
案
で
場
酬
闘
Ⅵ
当
刷
翻
馴
Ч
＝
Ш
副
国

国
以
選
橘
劃
淵
馴
劇
劃
出
目
周
地
劇
翻
「
∃
回
凋

２‐
月
「
湖
湘
湘
瀾
Ч
劃
瑠
侶
川
劇
凶
ｑ
国
の
コ
付

ａ
が
「
引
洲
「
‐く‐―
「
『
Ч
層
Ｗ
側
屈
型
困
個
コ
付

翻
釧
冽
劇
釧
淵
「
川
判
Ч
ヨ
コ
ロ
ロ
劇
Щ
国
□
日

日
か
か
る
と
な
っ
て
い
る
。

建
設
管
理
で
は
、
卸
売
市
場
、
そ
の
他
と
し

て
直
売
施
設
は
未
定
、
加
工
集
出
荷
貯
蔵
施
設

は
公
設
民
営
無
償
貸
借
と
な
っ
て
い
る
。
日
間

ヨ
劉
習
劇
翻
＝
引
Ｎ
目
ヨ
会
釧
劉
側
コ
ヨ
目
到
引

劉
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
の
で
、
慎
重
な
調
査
に

よ
っ
て
採
択
す
べ
き
と
の
動
議
で
し
た
が
、
賛

成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎

「南
相
馬
市
市
民

一
体
化
復
興
促
進
基
金
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
」

内
容
は
、
鹿
島
区
の
高
速
道
路
料
金

一
部
助

成
の
期
間
を
１
年
延
長
す
る
た
め
、
必
要
な
改

正
を
行
う
も
の
で
、

反
対
討
論
で
は
、
延
長
は
無
い
と
の
こ
と
だ

っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
鹿
島
区
民
の
利

用
者
が
減
少
し
た
た
め
、
利
用
を
促
進
す
る
た

め
と
の
説
明
で
あ
る
。
基
金
を
使
い
切
る
た
め

の
措
置
で
、
基
金
有
り
き
だ
と
思
わ
れ
、　
一
体

化
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
子
ど
も
達
や
高
齢
者
福

祉
な
ど
、
幅
広
い
年
齢
層
の
た
め
の
事
業
に
使

う
べ
き
と
し
た
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

◎

「南
相
馬
市
弔
意
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て
」

内
容
は
、
自
治
功
労
者

・
職
員
が
逝

去
し
た
と
き
に
市
が
行
う
弔
意
に
関
し
必
要
な

条
例
を
新
た
に
定
め
る
も
の
で
す
。

反
対
討
論
で
は
、
条
例
で
対
象
者

「市
の
自

治
に
対
し
、
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
る
と
認
め

る
者
」
と
あ
り
、
「現
に
市
長
又
は
議
長
の
職

に
あ
る
者
、
８
年
以
上
市
長
又
は
議
長
の
職
に

あ
っ
た
者
」
と
あ
る
が
、
市
長
や
議
長
の
任
に

就
い
た
だ
け
で

「功
績
が
顕
著
で
あ
る
」
と
は

言
わ
な
い
。
「人
は
何
に
就
い
た
か
で
は
な
く
、

何
を
成
し
た
か
」
で
あ
り
、
そ
の
人
の
功
績
は

「第
二
者

（市
葬
等
審
査
委
員
会
と

で
審
議
さ

れ
る
べ
き
も
の
と
反
対
し
ま
し
た
が
、
賛
成
１２

名
、
反
対
７
名
、
欠
１
名
で
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

ｏ
日
時

ｏ
会
場

Ｆ

令
和
４
年
１
月
２９
日
０

午
後
４
時
か
ら

ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

珊端姉政‐劇』疑鮪Ｆ肛鮮
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渡
部
　
い
っ
ぶ

ａ
④
５
４
５
６

２
０
２
０
年
９
月
議
会
の

「議
案
第
９２
号
南

相
馬
市
弔
慰
に
関
す
る
条
例
制
定
に
」
つ
い
て

１
　
制
定
概
要

○
対
象
者

（条
例
第
２
条
関
係
）

０
市
の
自
治
に
対
し
、
功
績
が
特
に
顕
著
で

あ
る
と
認
め
る
者

ア
　
名
誉
市
民

イ
　
現
に
市
長
又
は
議
長
の
職
に
あ
る
者

ウ
　
８
年
以
上
市
長
又
は
議
長
の
職
に

あ
っ
た
者

②
災
害
業
務
に
従
事
す
る
職
員
等
で
当
該
業

務
が
原
因
で
死
亡
し
た
と
認
め
る
者

０
そ
の
他
市
長
が
特
に
認
め
る
者

※
０
又
は
０
に
準
じ
る
者
の
こ
と
。

議
会
に
は
「条
例

（案
と
が
提
出
さ
ね
る
が
、

「施
行
規
則
」
は
一般
的
に
提
出
さ
れ
な
い
。
（即

ち
、
議
会
と
執
行
部
の
相
互
信
頼
の
上
で
成
り

立
っ
て
い
る
と
私
は
認
識
す
る
が
…
）

９
月
議
会
で
の
一
般
質
問
で
解
明
が
必
要
と

な
っ
た
と
こ
ろ
は
、
（１２
月
議
会
の
質
問
事
項
）

１
　
「条
例
で
は
功
績
と
功
労
が
違
っ
た
意
味

で
表
現
さ
れ
、
加
え
て
、
混
在
し
て
い
る
」
が
、

「施
行
規
則
で
は
功
績
の
表
現
は
な
く
、
功
労

者
の
表
現
で
整
理
さ
れ
て
い
る
」
こ
と

２
　
委
員
会
の
庶
務
の
定
め
は
あ
る
が
、
市
葬

の
執
行
の
実
務
が
ど
こ
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い

こ
と

３
　
新
た
な
事
務
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

事
務
分
掌
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

４
　
市
葬
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
は
、
全
て
審

査
会
で
審
査
さ
れ
る
こ
と
等
々
。

こ
れ
ら
は
、
施
行
規
則
で
規
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
が
、議
会
で
は
審
議
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

‐２
月
議
会
で
改
善
や
字
句
修
正
を
求
め
た
も

の
の
、
応
じ
た
の
は
極
わ
す
か
で
良
く
分
か
ら

な
い
表
現
で
あ
っ
た
。

小
川
　
尚

一

ａ
②
ｌ
２
７
８

【質
問
】
平
成
３‐
年
３
月
に
市
が
策
定
し
た
南
相

馬
市
立
病
院
病
床
再
編
計
画
に
に
は
、
「サ
テ
ラ

イ
ト
診
療
所
と
し
て
運
営
し
、
医
師
確
保
な
ど

の
課
題
を
解
決
し
た
上
で
１９
床
の
附
属
有
床
診

療
所
な
ど
に
入
院
機
能
を
目
指
し
ま
す
」
と
あ

る
が
、
計
画
策
定
か
ら
約
３
年
が
経
過
し
て
、
課

題
解
決
す
る
姿
勢
が
一向
に
見
え
な
い
。
今
後
も

有
床
化
は
無
理
と
思
わ
れ
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

【答
弁
】
今
現
在
、
課
題
解
決
に
向
け
て
努
め

て
お
り
、入
院
機
能
再
開
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【質
問
】
こ
の
有
床
病
院
の
病
床
確
保
の
た
め
、

医
師
の
確
保
が
最
も
大
事
で
重
要
だ
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
な
認
識
な
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
入
院
機
能
を
目
指
す
上
で
は
、
常
勤

医
師
を
確
保
し
て
い
く
。
問
合
せ
は
あ
る
も
の

の
、
制
翻
馴
照
判
ｑ
ｕ
創
り
訓
「
悧
月
日
例
で
引

劇
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

【質
問
】

一
旦
診
療
所
を
設
置
し
、
後
か
ら
病

床
病
棟
を
設
置
す
る
に
は
、
現
在
は
病
床
ゼ
ロ

で
、
県
か
ら
新
た
な
病
床
の
許
可
を
得
る
こ
と

が
必
要
に
な
る
が
、
可
能
な
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
特
例
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
可

能
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

【質
問
】
私
の
調
べ
で
は
、
「県
の
届
出
に
よ
る

診
療
所
へ
の
病
床
設
置
に
関
す
る
取
扱
要
項
」

と
い
う
の
が
あ
り
、
県
が
地
域
医
療
構
想
調
整

会
議
に
て
医
療
関
係
者
か
ら
意
見
を
聴
き
、
最

終
的
に
県
の
医
療
審
議
会
に
諮
問
し
、
県
が
許

可
す
る
か
判
断
す
る
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
見
る
と
時
間
も
か
か
り
、
八
―
ド
ル

も
高
い
と
思
う
が
、
こ
の
ハ
ー
ド
ル
が
超
え
ら

れ
る
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
入
院
機
能
再
開
に
向
け
て
努
め
て
い

く
、
頑
張
っ
て
い
く
と
い
う
中
味
で
あ
る
。

未
だ
に
小
高
診
療
所
の
入
院
病
床
の
計
画

は
、
策
定
さ
れ
て
い
な
い
。
３
つ
の
条
件
と
県

の
八
―
ド
ル
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。

竹
野
　
光
雄

８
０
８
０

５

５

６

８

９

７

５

５

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
て
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。

南
相
馬
市
も
合
併
後
早
１６
年
目
に
入
り
ま
し

て
、
日
の
前
の
市
長
改
選
も
合
併
後
５
度
目
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
志
で
も
、
①
合
併
後
の
各
区

状
況
に
つ
い
て
②
大
震
災
後
の
対
応
へ
の
内
容

評
価
③
復
興
へ
向
け
た
取
組
み
等
と
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
、
難
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
世
代

に
よ
っ
て
の
問
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。　
一
つ
一

つ
解
決
し
、
市
民
の
幸
せ
を
願
い
な
が
ら
、
政

策
に
反
映
出
来
る
よ
う
私
は
求
め
て
参
り
ま

す
。農

業
に
つ
い
て
、

あ
り
、
有
機
栽
培
を
初
め
地
元
の
特
産
品
を

作
っ
て
行
政
が
指
導
体
制
を
構
築
し
て
進
め
る

事
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
事
か
ら
、
求
め

て
行
き
ま
す
。

市
内
で
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
出
来
る
施

設
を
計
画
し
、
特
に
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
第

二
体
育
館
、
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
を
建
設
し
、
競
技

種
目
を
増
や
し
受
入
れ
を
強
化
す
る
事
に
よ
っ

て
市
内
宿
泊
を
初
め
若
者
が
出
入
り
出
来
る
よ

う
移
動
人
口
に
よ
る
経
済
活
性
化
を
求
め
て
行

き
ま
す
。

市
立
総
合
病
院
に
つ
い
て
、
地
域
に
信
頼
さ

れ
る
よ
う
な
病
院
で
あ
り
続
け
る
よ
う
求
め
て

行
く
と
と
も
に
、
新
築
さ
れ
た
小
高
診
療
所
も

親
し
ま
れ
る
よ
う
願
い
ま
す
。
志
た
、
福
祉
関

係
で
は
、市
内
介
護
施
設
へ
の
入
居
希
望
者
が
、

思
う
よ
う
な
入
居
が
出
来
る
よ
う
待
機
者
の
解

消
に
努
め
る
と
と
も
に
、
逆
も
さ
る
事
な
が
ら

入
居
せ
ず
と
も
元
気
で
暮
ら
せ
る
よ
う
な
体
制

作
り
を
地
域
全
体
で
さ
さ
え
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
を
求
め
ま
す
。
今
後
政
策
に
繁
栄
出
来
る
よ

う
な
施
策
を
強
く
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

田
中
　
一尿
子

●
０
８
０

１

８

３

４

２

６

０

３

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
と
さ
い
ま

す
。
こ
の
度
、
こ
成
人
と
な
ら
れ
ま
し
た
皆
様

に
も
重
ね
て
、
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
申
込
書
も
ヽ
お

手
元
に
届
い
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
通
り
の

「新
し
い
生
活
様
式
」
を
守
り
、

皆
さ
ん
と
共
に
コ
ロ
ナ
の
感
染
対
策
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
令
和
３
年
１２
月
議
会
の
建
設
経
済
常

任
委
員
会
で
の
私
の
質
問
と
考
え
を
こ
報
告
致

し
ま
す
。
（フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
パ
！
ク
に
つ
い
て
）

こ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ク
整
備
事
業
は
、

〈Ｐ
和
３
年
４
月
に
復
興
創
生
期
間
が
５
年
間
延

長
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
事
業
で
す
。
施
工
箇
所

は
、
小
高
区
の
川
原
田
地
区
外
の
国
道
６
号
線

の
東
で
す
。
総
面
積
は
約
２。
～
２４
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
な
り
ま
す
。
産
業
団
地
と
い
う
名
称
を
付
け

て
お
り
、
工
場
だ
け
で
は
な
く
教
育
機
関
も
誘

致
し
、
幅
広
い
業
種
で
産
業
団
地
に
活
用
し
て

い
く
考
え
で
す
。

【質
問
】
小
高
地
区
は
軟
弱
地
盤
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
皆
が
承
知
し
て
い
ま
す
。
震
災
前
に

も
会
社
等
を
持
っ
て
き
た
い
と
い
う
話
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
結
局
地
盤
が
弱
い
と
い
う
こ
と

で
断
念
さ
れ
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
杭
打

ち
の
公
費
等
も
見
込
ん
だ
上
で
総
工
費
を
見
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

【答
弁
】
現
段
階
で
は
、
具
体
的
な
工
法
や
、

ど
の
く
ら
い
盛
り
土
が
必
要
な
の
か
土
壌
改
良

処
理
が
必
要
な
の
か
な
ど
は
、
こ
れ
か
ら
関
係

機
関
と
協
議
し
な
が
ら
工
法
を
考
え
て
行
く
。

※
こ
の
土
地
は
、
海
抜
１
メ
ー
ト
ル
と
聞
い

て
い
ま
す
。
震
災
当
時
の
水
に
漫
か
っ
た
状
態

も
こ
の
日
で
見
て
い
る
私
は
、
安
心
で
き
ず
大

変
心
配
で
す
。
新
市
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
に
先

だ
ち
若
者
違
に

「何
」
を
残
し
て
あ
げ
ら
れ
る

か
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

鈴
木
　
貞
正

奮
④
３
５
９
２

私
は
、
今
日
の
社
会
は
、
知
識
産
業
社
会
あ

る
い
は
高
度
映
像
情
報
通
信
時
代
だ
と
日
々
考

え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

と
テ
レ
ビ
放
送
が

一
層
融
合
し
た
こ
の
電
子
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
で
は
、
高
品
質
な
音
声
や
映

像
情
報
を
ス
ト
レ
ス
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
生
涯
学
習
社
会

の
観
点
か
ら
見
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、

教
育
機
会
を
拡
大
し
、
教
育
内
容
と
方
法
を

一

層
豊
か
に
す
る
手
段
と
し
て
、
期
待
も
高
ま
っ

て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
放
送
等

を
使
っ
た
従
来
の
通
信
制
の
遠
隔
教
育
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
期
待
の
大
き
い
情
報
手
段
と
し
て
人
々

に
恩
恵
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、　
一
方

で
、
犯
罪
を
生
み
出
し
て
い
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
法
は
、
電
子
メ
ー
ル
の
送
受
信
あ
る
い
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

。
開
覧
そ
し
て
掲
示
板
の
開

覧

・
書
き
込
み
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
∃
ッ
ピ
ン

グ
に
大
分
類
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
個

．々
の
利
用
法
に
対
応
し
た
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
犯
罪
は
い
ず
れ
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
も

と
も
と
も
っ
て
い
る
匿
名
性
、
あ
る
い
は
不
特

定
多
数
性
、
時
間
的

・
地
理
的
な
無
限
性
、
場

所
の
不
要
性
と
い
っ
た
特
色
を
利
用
し
た
も
の

で
あ
る
と
思
い
諫
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
徴
で
あ
る
公
開
性
匿

名
性
を
あ
る
程
度
犠
牲
に
し
て
ま
で
も
、
公
的

な
規
制
を
か
け
て
、
犯
罪
や
被
害
を
防
止
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、自
己
防
衛
を
す
る
こ
と
が
、

も
つ
と
も
安
全
な
対
策
で
あ
る
と
考
え
て
い
志

す
。

．卜
高
診
療
静
０
た
際
静
鷹
ぼ
、出
来
な
か

，Ｉ
一

果
た
し
て
出
来
る
の
か

希
望
の
持
て
る
南
相
馬
市
へ
一

イ
ン
タ
ト
ネ
ツ
ト
犯
罪
に
思
う



-領収書等添付用紙

支出項目

□ ´調査研究費

□ 研修費

■ 広報口公聴費

□ 要請0陳情活動費

国 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容 公聴会 (活動報告会)会場使用料

支出月日
4月 開催分 (令和3年4月 15日 )

8月 開催分 (令和3年 8月 2日 )

支 出 額 2,500円

攣tle老 /J欲′のとおリ
//O / 決



伏』誕貴
|  ||li・ ■

.■■11■ ■

え宅

領収証書

年度  所属 生 涯 学 習 課

款   項   目  節

◎

:会計

劇 節

細々節

1会計名

納入場所 ひばり生涯学習センタニ
上記の通 り納入 しました。

FT輩跳声
喝

蜃
(納 入 者 用 )

南相馬市長

タイタラフ

T

様

住 所

金 額 θθ   円

納期限 年  月   日

摘
　
要

徴 ィ //2・ 次

納入通知書・領収証書

節目

納入場所ひばり生涯学習センタ…

6年 度

会計   款

細節

細々節

会計名

上記の通 り

3年

所属

項

生涯学習課

ΥttT:い
°

南相馬+長 鰺

上尋の通り納入しました。
(納 入 者 用 )

′θ 円

年  月   日
納期限

摘
　
要

/伸
り ンセ ター施設使用料

ヾ/ プ( 声

◎
T

ヽ
｀

様

住 所

りう

金 額

ヽ



会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報口公聴費

□ 要請・陳情活動費

■ 会議費

□ 資料作成口購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容 会議会場使用料

支出月日
令和31年5月 2フ 日、6月 18日 、7月 5日 、8月 18日 、

9月 21日 、9月 22日 、12.月 20日

支 出 額 5,700円

47Й負名  /1Jイんのビ″ソ
ノしそ).  / ～ 7



次ラ負
″腋霧ル̀

領収証書

会計フ
細節

細々節

会計名

納入場所ひばり生涯学習センター 上記の通り納入しました。

◎

年度 所属 生涯学習課
款   項   目  節

上記の通

う
り納入して下さい。

年う月メ7日 市オロ馬市長
婢

(納 入 者 用 )

T

| 様

住 所

ι笑 蜂 ηつつ

金 額 円θ

納期限 年  月   日

摘
　
要

伸

)蔵

ひば り ンタ生涯学習セ 施設使用料
q ヤら ( 4

納入通知書・領収証書

T

住 所

歓イ フ ラフ

様

が″ぇ修/o・ ′
◎

〕 年度

会計   款

細節

細々節

会計名

所属 生涯学習課
項   目   節

領

収

済

印

■36 13

邸Ч
喜卜

協議「した
,:電

学習キ
:`:盲置』

記の通′麟負∵:;°

金 額 ′   円

納期限 年  月   日

摘
　
要

ひばり ンター施設使用料 /件
L /2 イ′r 隻 )



g

納入通知書・領収証書
◎

細々節

会計名

納入場所 ひ ば り 生 涯 学 習 セ ン タ ー  上記の通 り納入 しました。
上記

3「
輩
1倉

吉lF:い

°

南相馬市長
m  (1入

者 用 )

会計

細節

多

会計

細節

細々節

会計名

納入場所

年度

款

所属 生涯学習課
項   目   節

生涯学習課

(納 入 者 用 )

-3

準ィ【多″。/

準イ瘍形
`

◎

ら
年度

会計   款

細節

細々節

会計名

納入場所

節目

所属

項

ひは り生涯学習モンター 上記の通り納入しました。
上記の通 り納入して下さい。

ろ4F t月 、9日 南相馬市長

T

住 所

篠 りつ4
|

様

蜃

度

款

年仏
７

所属

項

生涯学習謀
節

ひばり生涯学習センタ■
上記の通り納入しました。

■■.1

一Ｔ Ｆ
″
．

泳

住 所

様
多つ

′′

耳g θθ円
納期限 年  月   日

摘
　
要

ひばり生涯学書センター施設使用料
L ノ52  〔ヨトラ蔵フじ〕

伸
/

T

様

住 所

η豹/7`:

金 額 Dθ 円

納期限 年  月   日

摘
　
要

ひばり生涯学習センター施設使用料  /件
｀ 13'(1卜 ;代に)

-3a 8

金 額 8 円

納期限 年  月   日

摘
　
要

ひばり生涯学習センター施設使用料  ノ件
L226(1卜

磁ゎ

領

収

済

上記の通 り納入して下

多年7月
ユ|

さい。

日 南本目馬市長
颯

(納 入 者 用 )

1金 :額

鮪
明
　
由

ll'

N

FIR人週 沐‖音 課 収 訛 責

~~~T~~爾
天通菊繭言領取証

「

~~~~'~~~~~~~~~―一‐―一一一一―一

目

一一
　
一̈

■3｀9 1



がィ澪 .́∠

納入通知書・領収証書 ◎

会計

細節

細々節

会計名

款

所属

項 目  節

納本場所ひばり生涯学習センタ…
上記の通り納入して下さい。

上記の通り納入しました。

(納 入 者 用 )

4年度 生涯学習課

つ年 1月 ν2日 南本目馬市長
蜃

T

住 所

７
一一́̈
一

様:′

金 額 οθ 円

納期限 年  月   日

摘
　
要

ひばり生涯学習センター施設使用料 ノ伸
餞 2'2fく卜漱角

439・ 2

ゲ″進準76納入通知書・領収証書

T

住 所

多て孝 リラフ 様

つ年度

款

所属 生涯学習課
項   目   節会計

細節

細々節

会計名

納入場所ひばり生涯学習センター 上記の通 り納入しました。

上記の通 り納入して下さい。 (納 入 者 用 )

領

収

済

印

‐312

多年12月 20日 南本目馬市長
蜃

金 額 円0
納期限 年  月   日

摘
　
要

ひばり生涯学習センター施設使用料
L397(1卜 )R免 )

件



領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報・公聴費

□ 要請口陳情活動費

□ 会議費

■ 資料作成・購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容 資料作成用事務用品代

支出月日 令和3年5月 21日 、令和4年3月 30日

支 出 額 44,396H

雄暉艦 ′U統 ダ″ア
か ,/ ハ

会派名 :改革クラブ



資計 存夕欠
イ

ン資】2イヌしラタ″′/

収
入
印
紙

3 5金額

百万 千 内

現  金 /

小 切 手

手形 通

相  殺

振  込

消 費 税

⑮

但 し、
1ゞ_レ _トイ■__…_

Jヒ [∃

No.

住所

社
〒97剛2

領  収  証

製 3年 5月 21日

丁目106,3

TEL
FAX

△

=

響欠革クラプ` _様

1170
063

μ,ス

収
入
印
紙

金額

百万

″
ュ
ノ 子

千

（ハ
＝
ν

円

，
′

′

′ム
ｌ

′

′

現 金 y/

小 切 手

手形 通

相 殺

振  込

消 費 税

⑮

豊_い1_丈長生__

会 社
Jヒ [∃

領No.

住所

ア欠革グラデ 様

収  証

令和ゲ年3 月gθ 日

3丁 目106-3
〒

"511∞

2福
31170
4063

TE
FA

＝
多
万

2

棟 ほ



-領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報・公聴費

□ 要請・陳情活動費

国 会議費

■ 資料作成・購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容 資料購入 (参考図書)代

支出月日 令和4年 3月 30日

支 出 額 23,738F可

拳計 1義薇
ヽ

領 ~収   証

進 7うブ
｀
オ茉 》 2年 S 月80日

名
上 記 正 に領 収 い た しま した

内  訳

鎌 餓 棚

% 消費税額等 福島県南相馬市原町区三島町 1の
=ト

諄 銘 麟 経 ) おおうち騨)0% 消費税額等 TЁL (0244)22
コクヨ

ー
ウタL1048

X多多′♭け、アリ統 厠響υびし壕率の
`ルソ′

公



．́
″
´

納 品 書

様

No.

202冒手 3月 夕D自

福島県南相馬市原町区三島町1丁 目29番地

おおうち書店‐

(0244)22-4403r    '

改革クラブ

下記のとおり納品いたします

税込合計全額 ¥ 23,738 税率

10 %
消費税額等

2,158 円

年月日 品 名 数量 単 価 金 額

感染症の世界史 1 1,188 1,188

老い楽のすすめ 1 1,320 1,320

障害をしやべろう 上 1 1,980 1,980

障害をしやべろう 下 1 11980 1,980

ウイルスにもガンにも野菜スープのカ 1 1,320 1,320

本当の貧困の話をしよう 1 1,650 1,650

認知症の人は何を考えているのか ? 1,540 1,540

ひとりでも最後まで自宅で 1 1,430 1,430

47都道府県の歴史と地理がわかる事典 1 1 ,1 00 1 1 00

これからの都市ソフト戦略 1 1,760 1,760

シエアの骨粗しょう症・圧迫骨折を防ぐ :
1 1,210 1,210

感染症とワクチンについて専門家の父に聞い 1 1,320 1,320

教育劣位社会 1 2,750 2,750

20歳の自分に教えたいお金のきほん 1 990 990

にっぷくにこにこカルタ 、→条知場a多%電 1 2,200 2,200

△
ロ 計 23,738

1


